




（平成2 0年度～平成2 9年度）

山形県連合小学校長会

県連小10年の歩み



目　　　次

■あ　い　さ　つ　　　　　山形県連合小学校長会会長　　田　中　利　幸　……　１

■県連小１０年間の年表（Ｈ２０～Ｈ２９）・県連小旗由来�…………………………………　２

■１０年間の足跡を振り返って　………………………………………………………　３～６６

　⑴　平成２０年度

　⑵　平成２１年度

　⑶　平成２２年度

　⑷　平成２３年度

　⑸　平成２４年度

　⑹　平成２５年度

　⑺　平成２６年度

　⑻　平成２７年度

　⑼　平成２８年度

　⑽　平成２９年度

■山形県連合小学校長会5年の歩み　………………………………………………　６７～７４

　⑴　平成１９～２３年度

　⑵　平成２４～２８年度

■県連小規約・歴代会長等一覧・学校数及び会費等の推移　……………………　７５～７８

■東日本大震災の記録　………………………………………………………………　７９～９１

　⑴　福島第一原発視察報告　　　　　　　　　　�会長　　田　中　利　幸　　　　　

　⑵　東日本大震災6年後のスナップ等

　⑶　復興の担い手を育む教育活動から　　　　　�幹事　　遠　藤　光　男　　　　　

■後書きにかえて　……………………………　事務局長　　後　藤　一　昭　……　９２

（裏表紙）感謝のスナップ

〈年度毎の主な項目〉
①　会長のあいさつ（県連小「会報」より）
②　県連小役員組織図
③　県連小年間行事計画
④�　県連小研究協議会実行委員長あいさつ及
び大会日程（会報「特集号」より）
⑤　退職会員代表あいさつ（Ｈ２２まで）
⑥　講演会・パネルデスカッション
⑦　県連小関連のスナップ
⑧　東北連小・全連小大会等のスナップ等



「県連小１０年」の記念碑に感謝

田　中　利　幸

山形県連合小学校会会長

　県連小事務局長の後藤一昭先生から、「自分が事務局長として関わった、山形県連合小学
校長会の１０年間の歩みを纏めてみたい」という相談を受けたのは、第５７回東北連小山形大会
が大成功裡に幕を閉じ大会集録の発刊も成り一段落した９月頃でした。
　後藤先生は現職時代の平成２０年から２年間、県連小副会長を務められ、ご退職と同時に事
務局長に就任されたのが、第６３回全連小山形大会開催を１年後に控えた平成２２年４月でした。
それから８年の間6名の会長が替わる中、県連小の屋台骨を下支えしてくださってきました。
　期せずして不肖私が校長を拝命したのが平成２０年４月ですので、この記念誌の歩みは私の
校長としての１０年間の歩みとも重なり、感慨無量のものがあります。三川町の押切小学校が
校長としての初任校で、次年度に田川大会を控えていたために、初任の校長にも関わらず最
上大会に参加させていただきました。当時はまだ会場も各地区持ち回りで大会を開催してお
り、新庄市民文化会館での全体会を思い出します。
　次の年は田川大会で車両係を仰せつかり、大雨の中、旗を片手に会場の庄内町響ホールの
駐車場で車を誘導し、全体会終了後は案内の看板を持って湯野浜温泉に向かう県道の辻に立
ちました。協力して大会を創り上げた一体感が田川地区校長会の結束を高め、私もその一員
に加えていただいた思いがしました。
　私にとって県連小が身近なものになったのは、全連小山形大会を間近に控えた平成２３年４
月に山形市立南山形小学校に赴任し、運営部の一員として大会運営に臨んだ時からです。そ
して、次の年の平成２４年度に県連小幹事を仰せつかったので、後藤事務局長と出会ってから
７年の長きに渡りお世話になりました。その間何度も、「県連小は平成９年から２１年間会費
の値上げをしないできた」ことを伺い、私達も引き継いでいかなければという思いで、毎年、
予算案を提案してきました。それは、会員数が減少する中、先輩方の英断で集金項目を見直
して集金額を抑えたり、組織改編や会議のスリム化によって会議費を削減したり、電子メー
ルの活用により通信費を抑えたりと、その都度、何とか支出を切り詰める努力を積み重ねて
きた結果でした。この事実の裏には、歴代会長をはじめとする先輩方の気概や、県連小を下
支えしてこられた歴代事務局長の手腕が息づいています。
　そして、私にとって一番の感謝は、やはり第５７回東北連小山形大会であり、後藤事務局長
と今年度事務局長補佐に就任いただいた大沼篤先生という盤石の２人体制で支えていただい
たことです。後藤事務局長は、第６３回全連小山形大会の他にも現職時代の平成１７年度に第４５
回東北連小山形大会に参加されており、組織の運営や業者との関わり、他県の校長会や事務
局との連携の仕方など、開催県が如何にして大会を創っていくかについて、豊富な経験をも
とにアドバイスをしてくださいました。
　県連小事務局長の立ち位置で纏めてくださった本誌『県連小１０年の歩み』が、県内小学校
教育を支えてきた県連小の変遷と、その中に確かに存在した校長の息づかいや繋がりの温も
りを留める記念碑となることを確信するとともに、編集いただいたご苦労に心から感謝申し
上げ挨拶といたします。
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平成
20年度
2008

研 究 協 議 会
県　大　会

最上大会
新庄市民文化会館

宮城県
秋保温泉 香　川

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
千葉榮一 322 53 41
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第
48
回
東
北
連
小
宮
城
大
会（
仙
台
秋
保
温
泉
）

平
成
20
年
７
月
３
日（
木
）～
４
日（
金
）
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平成
21年度
2009

研 究 協 議 会
県　大　会

田川大会
庄内町響ホール

福島県
郡山市 熊　本

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
千葉榮一 317 46 30
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第
49
回
東
北
連
小
福
島
大
会
（
郡
山
市
）

平
成
21
年
７
月
９
日
～
10
日
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平成
22年度
2010

研 究 協 議 会
県　大　会

東置賜大会
高畠町「まほら」

岩手県
盛岡市 北海道

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
鈴木弘康 313 30 33
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第
50
回
東
北
連
小
岩
手
大
会（
盛
岡
市
）平
成
22
年
７
月
１
日
～
２
日

－19－



－20－



平成
23年度
2011

研 究 協 議 会
県　大　会 東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
鈴木弘康 304 36 38

全連小山形大会
〈日本全国から3,000名の参加〉

（県体育館を全体会場、市内ホテルにて分科会）
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平成
24年度
2012

研 究 協 議 会
県　大　会

〈10分科会構成〉
北村山地区　担当

会場をビッグウィングに固定する

青森県
青森市 奈　良

東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
江口照芳 293 34 50
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13
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号
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行
日
　
平
成
24
年
５
月
31
日

発
行
者
　
山
形
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連
合
小
学
校
長
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江
　
口
　
照
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山
形
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実
町
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�
県
教
育
会
館（
大
手
門
パ
ル
ズ
）

　
今
年
度
も
新
年
度

早
々
、
大
き
な
事
故

が
発
生
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
ず
は
、

指
導
す
べ
き
管
理
職

自
身
が
身
を
も
っ
て

範
を
示
す
こ
と
が
大

事
で
す
が
、
是
非
、

校
内
倫
理
委
員
会
を

機
能
さ
せ
る
と
共
に
、

定
期
的
な
研
修
や

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
、そ
し
て
同
僚
性
の
醸
成
な
ど
、そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　
今
年
度
は
「
山
形
教
育
の
日
」
の
制
定
も
進
め
ら
れ
る
よ

う
で
す
。
普
及
実
践
の
山
形
、
教
育
県
山
形
の
継
承
を
と
い

う
相
馬
教
育
長
さ
ん
の
思
い
に
も
是
非
応
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
研
究
協
議
会
も
１
日
開
催
に
な
り
、

い
ろ
ん
な
意
味
で
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
図
る
年
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

⑴
　
新
役
員
選
出

⑵
　
新
入
会
員
の
確
認

⑶
　
本
会
理
事
、
専
門
委
員
会
の
委
員
の

�
確
認
及
び
活
動
方
針
　
　

⑷
　
平
成
24
年
度
県
連
小
行
事
計
画

⑸
　
第
66
回
（
北
村
山
地
区
担
当
）、
第
67
回
（
米
沢
地
区

担
当
）
県
連
小
研
究
協
議
会
に
つ
い
て

　
※
上
山
の
学
校
数
減
少
に
よ
る
分
科
会
割
り
当
て
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
調
査
研
究
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

⑹
　
平
成
23
年
度
県
連
小
収
支
決
算
報
告

　
※
領
収
書
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

⑺
　
平
成
24
年
度
県
連
小
活
動
方
針
に
つ
い
て

⑻
　
平
成
24
年
度
県
連
小
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
※
県
の
会
費
10
00
円
減
を
各
地
区
の
集
金
に
反
映
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑼
　
県
連
小
・
全
連
小
関
係
執
筆
依
頼
に
つ
い
て

⑽
　
全
連
小
奈
良
大
会
、
東
北
連
小
青
森
大
会
の
参
加
に
つ

い
て

　
今
年
度
第
１
回
目
の
理
事
会
が
４
月
26
日
（
木
）、
県

教
育
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
の
方
針
、
組
織
、

運
営
に
つ
い
て
活
発
な
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
で

は
、
新
会
長
、
副
会
長
の
ご
挨
拶
と
、
新
年
度
の
組
織
を

中
心
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
熱
き
情
熱
と
識
見
豊
か
な
鈴
木

弘
康
会
長
の
あ
と
を
引
き
継
ぐ
に

は
、
あ
ま
り
に
も
非
力
で
す
が
、

精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
私
自
身
、
全
国
大
会
に
向
け
て

１
番
大
変
な
３
年
間
、
現
場
を
離

れ
て
い
た
こ
と
を
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
し
、
ま
た
申
し
訳

な
く
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
別
の
立
場
で
応
援
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
成
果
と
共
に
、
山
形
ら
し
さ
を
発

信
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
、
た
く
さ
ん
の
課
題
は
あ
る
と
か
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
全
国
大
会
で
の
成
果
を
実
践
に
活
か
す
、
と
い
う
こ

と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。「
下
山
の
思
想
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
じ
っ
く
り
と
山
を
下
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

経
営
を
振
り
返
り
、
改
め
て
学
校
経
営
の
方
針
、
ビ
ジ
ョ
ン

を
し
っ
か
り
と
職
員
に
示
し
、
進
む
べ
き
方
向
を
明
確
に
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
実
践
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
た
め
に
も
、
さ
ら
に
研
鑽
に
励

み
た
い
も
の
で
す
。

　
２
つ
め
は
、教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上
で
す
。資
質
は

持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
難
し
い
が
、
能
力
は
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
校
長
に
と
っ
て
１

番
の
大
き
な
仕
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
学
校
経
営
の

基
盤
は
何
と
言
っ
て
も
教
員
一
人
一
人
の
指
導
力
、担
任
力

の
向
上
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、
中
堅
教
員
、
ミ

ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
研
修

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
は
、
信
用
失
墜
行
為
の
絶
無
で
す
。
ご
案
内
の
と
お

り
、
一
昨
年
来
、
不
祥
事
が
絶
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
教
育
・
学
校
に
対
す
る
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
い

で
い
る
の
で
は
、
と
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

江
口
新
会
長
の
あ
い
さ
つ

理
事
会
で
の
主
な
報
告
、
議
題
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県
教

育
会

館（
大

手
門

パ
ル

ズ
）

第
66
回
 山

形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会
開
催
さ
れ
る

大
　
会
　
日
　
程

（
６
月
８
日
㈮
　
山
形
市
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
）

９
：

30
　

◇
受

　
付

10
：

00
　

◇
全

体
会

　
　

　
　

　
⃝

役
員

紹
介

　
　

　
　

　
　

１
　

開
会

の
あ

い
さ

つ
 

佐
藤

　
淳

一
　

実
行

委
員

長
　

　
　

　
　

　
　

２
　

国
歌

・
県

民
歌

斉
唱

　
　

 （
北

村
山

地
区

）

　
　

　
　

　
　

３
　

会
長

あ
い

さ
つ

 
江

口
　

照
芳

　
会

長
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
４

　
来

賓
あ

い
さ

つ
 

山
形

県
教

育
委

員
会

教
育

長
　

　
　

　
　

　
 

　
相

馬
周

一
郎

　
様

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
５

　
来

賓
紹

介
 

飯
野

　
恭

伸
　

幹
事

長
　

　
　

　
　

　
　

　
　

６
　

閉
会

の
あ

い
さ

つ
 

板
垣

　
正

明
　

次
回

実
行

委
員

長
　

　
　

　
　

⃝
諸

連
絡

 
（

米
沢

地
区

）
10

：
40

　
◇

研
　

修
　

　
　

　
　

講
演

：「
心

に
ひ

び
く

メ
ロ

デ
ィ

ー
を

求
め

て
」

　
　

　
　

　
講

師
：

作
曲

・
編

曲
家

　
若

草
　

　
恵

　
氏

12
：

10
　

◇
昼

　
食

　
　

各
分

科
会

会
場

で
13

：
10

　
◇

分
科

会
研

究
協

議
16

：
00

　
◇

閉
　

会

（
4）

 　
 

（
特
　
集
　
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県
連
小
会
報

言
い

ま
し

た
ら

、
父

は
若

い
時

は
県

庁
に

勤
め

て
い

て
父

の
家

系
が

政
治

的
な

家
系

だ
っ

た
の

で
、

県
庁

に
勤

め
て

将
来

は
そ

う
い

う
ふ

う
に

な
る

ん
だ

と
い

う
ふ

う
に

お
爺

ち
ゃ

ん
が

思
っ

て
い

た
の

を
裏

切
っ

て
途

中
で

音
楽

を
や

り
始

め
た

ら
し

い
ん

で
す

ね
。

そ
れ

で
県

庁
を

勝
手

に
辞

め
勘

当
さ

れ
ち

ゃ
っ

た
ん

で
す

よ
。

作
曲

で
は

当
時

は
ほ

と
ん

ど
食

べ
ら

れ
ま

せ
ん

。
母

と
結

婚
し

た
頃

は
極

貧
生

活
に

近
か

っ
た

で
す

。
そ

れ
な

の
で

僕
が

「
作

曲
を

や
り

た
い

。」
と

言
っ

た
ら

、「
作

曲
で

は
飯

が
食

え
な

い
。

絶
対

反
対

だ
」

と
、

ず
っ

と
父

に
反

対
さ

れ
続

け
ま

し
た

。
で

も
、

ど
う

し
て

も
自

分
は

や
り

た
い

と
い

う
思

い
は

あ
っ

て
、

父
に

隠
れ

て
い

ろ
ん

な
音

楽
を

聴
い

た
り

、
い

ろ
ん

な
曲

を
作

っ
た

り
し

て
ま

し
た

。
　

中
学

に
な

っ
た

時
ブ

ラ
ス

バ
ン

ド
部

に
入

り
ま

し
た

ら
、

最
初

は
パ

ー
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
や

ら
せ

ら
れ

た
ん

で
す

ね
。

ど
う

も
パ

ー
カ

ッ
シ

ョ
ン

は
自

分
が

求
め

て
い

る
も

の
じ

ゃ
な

い
な

と
。

そ
こ

そ
こ

２
カ

月
く

ら
い

で
辞

め
て

し
ま

っ
て

で
す

ね
、

ま
た

悶
々

と
し

て
た

ら
、

父
が

、
ど

う
し

て
も

音
楽

を
や

り
た

い
な

ら
フ

ル
ー

ト
を

買
っ

て
あ

げ
よ

う
み

た
い

な
話

が
あ

っ
て

フ
ル

ー
ト

を
買

っ
て

く
れ

た
ん

で
す

。
そ

れ
を

自
分

で
吹

い
て

い
る

う
ち

に
、

こ
れ

す
ご

く
面

白
い

な
と

っ
て

も
素

敵
な

楽
器

だ
な

と
思

っ
て

、
じ

ゃ
あ

こ
れ

を
持

っ
て

も
う

一
度

ブ
ラ

ス
バ

ン
ド

部
に

入
ろ

う
と

思
っ

て
ブ

ラ
ス

バ
ン

ド
部

に
入

り
ま

し
て

、
そ

の
ま

ま
高

校
３

年
ま

で
ず

っ
と

ブ
ラ

ス
バ

ン
ド

部
で

フ
ル

ー
ト

を
し

て
い

ま
し

た
。

　
た

だ
そ

の
間

、
ず

っ
と

音
楽

の
勉

強
を

し
て

音
楽

大
学

に
入

っ
て

一
生

の
勉

強
と

し
て

仕
事

と
し

て
や

っ
て

い
き

た
い

と
い

う
思

い
が

あ
り

ま
し

た
。

で
も

、
父

は
ど

う
し

て
も

許
し

て
く

れ
な

か
っ

た
ん

で
す

ね
。

音
楽

大
学

に
入

る
に

は
、

小
さ

い
頃

か
ら

ピ
ア

ノ
を

き
ち

っ
と

や
っ

て
そ

れ
な

り
の

和
声

な
り

、
ソ

ル
フ

ェ
ー

ジ
ュ

な
り

、
聴

音
な

　
皆

さ
ん

こ
ん

に
ち

は
。

若
草

で
ご

ざ
い

ま
す

。
私

の
父

は
斉

藤
久

と
言

い
ま

し
て

、
県

内
で

作
曲

を
や

っ
て

ま
し

た
。

　
私

は
、

真
室

川
町

と
い

う
秋

田
と

の
県

境
で

生
ま

れ
ま

し
た

。
昭

和
24

年
生

ま
れ

で
す

。
ち

ょ
う

ど
私

が
生

ま
れ

た
頃

は
戦

後
で

す
の

で
本

当
に

カ
バ

ン
も

無
く

、
学

校
に

行
く

の
に

も
風

呂
敷

包
み

で
持

っ
て

行
っ

た
よ

う
な

記
憶

が
あ

り
ま

す
。

　
真

室
川

町
に

は
、

小
学

３
年

ま
で

い
ま

し
て

小
学

４
年

か
ら

父
の

仕
事

の
関

係
で

山
形

市
に

移
り

ま
し

て
、

高
校

卒
業

ま
で

山
形

市
に

お
り

ま
し

た
。

私
が

ど
う

し
て

音
楽

を
今

仕
事

と
し

て
い

る
の

か
と

い
う

の
も

、
生

ま
れ

た
時

か
ら

の
環

境
が

関
係

あ
り

ま
す

の
で

そ
の

辺
を

お
話

さ
せ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
　

父
が

作
曲

を
や

っ
て

い
ま

し
た

の
で

、
私

は
生

ま
れ

た
時

か
ら

音
楽

を
聴

い
て

た
ん

で
す

ね
。

そ
れ

が
父

は
た

ぶ
ん

童
謡

と
か

歌
謡

曲
と

か
を

作
曲

し
て

ま
し

た
の

で
、

ご
っ

ち
ゃ

交
ぜ

に
い

ろ
ん

な
音

楽
を

聞
い

て
育

ち
ま

し
た

。
で

す
の

で
、

物
心

つ
い

た
時

か
ら

自
分

は
将

来
音

楽
を

や
り

た
い

な
と

い
う

漠
然

と
し

た
思

い
が

あ
っ

た
ん

で
し

ょ
う

ね
。

自
分

の
頭

の
中

で
メ

ロ
デ

ィ
ー

が
鳴

っ
て

い
た

り
す

る
時

が
度

々
あ

り
ま

し
て

、
で

き
れ

ば
音

楽
を

一
生

の
仕

事
と

し
た

い
な

と
思

っ
た

の
が

小
学

４
年

の
頃

だ
と

思
い

ま
す

。
未

だ
に

覚
え

て
い

る
ん

で
す

が
、「

将
来

何
に

な
り

た
い

で
す

か
。」

と
聞

か
れ

、
女

性
だ

っ
た

ら
ス

チ
ュ

ワ
ー

デ
ス

と
か

、
男

性
だ

っ
た

ら
総

理
大

臣
と

か
博

士
と

か
皆

さ
ん

が
そ

う
い

う
ふ

う
に

言
っ

て
い

る
中

で
一

人
だ

け
「

作
曲

家
に

な
り

た
い

で
す

。」
と

言
っ

た
ら

皆
が

何
で

作
曲

家
な

ん
だ

み
た

い
な

顔
を

し
た

と
い

う
思

い
出

が
あ

り
ま

す
。

　
そ

の
時

も
本

当
に

時
々

頭
の

中
に

童
謡

の
よ

う
な

も
の

が
浮

か
ん

で
、

な
ん

と
か

勉
強

し
た

い
な

と
思

っ
て

父
に

演
題

「
心

に
ひ

び
く

 
メ

ロ
デ

ィ
ー

を
求

め
て

」

 
講

師
　
若
　
草
　
　
　
恵

　
氏

　

講
　
　
　
演

－32－



－33－



－34－



平成
25年度
2013

研 究 協 議 会
県　大　会
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東北大会 全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
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形
県

連
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会
報

第
　
13
6　
号

発
行

日
　

平
成

25
年

５
月

31
日

発
行

者
　

山
形

県
連

合
小

学
校

長
会

　
　

　
　

　
　

　
飯

　
野

　
恭

　
伸

 
山

形
市

木
の

実
町

12
－
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県
教

育
会

館（
大

手
門

パ
ル

ズ
）

　
江

口
前

会
長

に
は

高
い

識
見

と
豊

か
な

発
想

の
も

と
、

県
連

小
活

動
を

力
強

く
リ

ー
ド

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

後
任

と
し

て
精

一
杯

務
め

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

　
小

学
校

長
会

は
全

国
、

東
北

、
各

都
道

府
県

す
べ

て
連

合
組

織
で

す
。

山
形

県
連

合
小

学
校

長
会

も
１１

の
地

区
校

長
会

の
連

合
体

で
す

。
地

区
の

歴
史

や
文

化
、

児
童

の
実

態
、

教
育

風
土

と
い

っ
た

特
色

、
独

自
性

を
ふ

ま
え

た
各

地
区

校
長

会
の

主
体

性
を

十
分

尊
重

し
て

い
く

こ
と

が
大

前
提

で
す

。
同

時
に

、
山

形
県

の
子

ど
も

た
ち

の
望

ま
し

い
成

長
を

助
け

支
え

て
い

く
た

め
に

は
、

確
固

た
る

理
念

の
も

と
に

、
共

に
教

育
力

を
高

め
て

い
こ

う
と

す
る

連
携

と
協

力
に

基
づ

い
た

固
く

強
い

組
織

力
が

極
め

て
大

切
で

す
。

　
県

内
の

小
学

校
数

は
ピ

ー
ク

の
昭

和
２₈

年
の

₅₆
₈校

か
ら

、
今

年
度

は
半

分
以

下
の

２₇
₆校

と
な

り
ま

し
た

。
　

会
員

数
が

激
減

し
て

い
る

状
況

に
あ

っ
て

も
、

わ
た

し
た

ち
校

長
会

は
そ

の
使

命
と

責
任

を
自

覚
し

、
こ

れ
ま

で
積

み
上

げ
て

き
た

多
く

の
成

果
と

果
た

し
て

き
た

役
割

を
継

承
し

発
展

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

責
務

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
　

今
年

度
の

県
連

小
の

組
織

上
の

課
題

を
3

点
。

　
１

つ
は

、
わ

た
し

た
ち

校
長

の
最

大
の

研
修

の
場

で
あ

る
研

究
協

議
会

の
更

な
る

充
実

と
今

後
の

副
主

題
に

つ
い

て
の

方
向

付
け

で
す

。
　

今
年

度
は

米
沢

地
区

校
長

会
の

み
な

さ
ん

の
担

当
に

よ
り

一
人

一
人

の
会

員
に

と
っ

て
充

実
し

た
研

修
と

な
る

よ
う

、
調

査
研

究
委

員
会

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

運
営

を
進

め
て

い
た

だ
く

よ
う

期
待

と
お

願
い

を
申

し
あ

げ
ま

す
。

　
ま

た
、

今
年

度
開

催
さ

れ
る

全
連

小
三

重
大

会
か

ら
新

た
な

主
題

の
も

と
研

究
協

議
が

進
め

ら
れ

ま
す

。
今

年
度

中
に

は
新

た
な

副
主

題
に

つ
い

て
の

検
討

を
始

め
、

方
向

付
け

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
　

２
つ

は
、

各
専

門
委

員
会

活
動

の
一

層
の

充
実

で
す

。
  

対
策

委
員

会
は

、
教

育
諸

条
件

の
整

備
が

少
し

で
も

推
進

さ
れ

る
よ

う
実

り
あ

る
活

動
が

期
待

さ
れ

ま
す

。
　

　
調

査
研

究
委

員
会

は
、

最
大

の
研

修
の

場
で

あ
る

研
究

協
議

会
運

営
の

主
体

で
す

。
一

日
開

催
と

な
り

研
修

時
間

は
短

く
な

っ
て

も
、

中
身

の
濃

い
質

的
な

充
実

を
め

ざ
す

研
究

協
議

の
場

で
あ

っ
て

欲
し

い
と

願
っ

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
学

校
経

営
研

究
委

員
会

は
新

し
い

研
究

テ
ー

マ
の

も
と

、
２

年
次

計
画

の
大

事
な

ス
タ

ー
ト

の
年

と
な

り
ま

す
。

　
各

委
員

会
活

動
が

無
理

な
く

、
実

効
あ

る
も

の
と

な
る

よ
う

重
点

化
と

焦
点

化
を

図
り

な
が

ら
進

め
て

い
く

こ
と

が
大

事
で

す
。

そ
の

た
め

に
も

、
各

地
区

の
研

修
活

動
の

一
層

の
充

実
と

積
極

的
な

情
報

提
供

に
よ

る
連

携
を

一
層

図
っ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

　
3

つ
は

、
県

連
小

会
員

の
急

激
な

減
少

に
伴

う
組

織
体

制
と

運
営

の
見

直
し

で
す

。
近

い
将

来
、

現
状

の
ま

ま
の

体
制

と
活

動
内

容
を

維
持

し
て

い
く

こ
と

が
困

難
な

時
が

や
っ

て
き

ま
す

。
今

の
内

か
ら

問
題

点
を

明
ら

か
に

し
、

将
来

を
見

す
え

た
改

善
の

方
策

を
検

討
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。
　

県
連

小
活

動
が

次
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

の
育

成
に

資
す

る
も

の
と

な
る

よ
う

、変
化

に
対

応
し

な
が

ら
、確

実
に

、そ
し

て
着

実
に

そ
の

歩
み

を
前

に
進

め
る

こ
と

が
肝

要
で

す
。

県
内

１１
の

地
区

が
方

向
性

を
一

に
し

て
取

り
組

み
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
  

あ
ら

た
め

て
、

会
員

の
皆

さ
ま

の
ご

協
力

と
ご

支
援

を
お

願
い

し
て

挨
拶

と
い

た
し

ま
す

。

学
び
合
う
　
高
め
合
う
　
支
え
合
う
校
長
会
に

県
連
小
　
第
１
回
理
事
会
報
告

　
今
年
度
第
１
回
目
の
理
事
会
が
４
月
26
日
大
手
門
パ

ル
ズ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
飯
野
恭
伸
新
会
長
は
じ
め
、

荒
澤
、塩
野
、沼
澤
、平
田
、矢
口
の
５
氏
が
新
副
会
長
に
選

出
さ
れ
、
今
年
度
の
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
本
号
で
は
新

任
者
挨
拶
、
理
事
研
修
会
、
及
び
教
育
委
員
会
の
講
話
等

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

飯
野
新
会
長
の
あ
い
さ
つ

－36－
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８
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平
成

25
年

８
月
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日

発
行

者
　

山
形

県
連

合
小

学
校

長
会
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県
教

育
会

館（
大

手
門

パ
ル

ズ
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第
67
回
 山

形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会
開
催
さ
れ
る

大
　
会
　
日
　
程

（
６
月
21
日
㈮
　
山
形
市
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
）

９
：

30
　

◇
受

　
付

10
：

00
　

◇
全

体
会

　
　

　
　

　
⃝

役
員

紹
介

　
　

　
　

　
　

１
　

開
会

の
あ

い
さ

つ
 

山
口

　
和

夫
　

実
行

委
員

長
　

　
　

　
　

　
２

　
国

歌
・

県
民

歌
斉

唱
　

　
　

　
　

　
３

　
会

長
あ

い
さ

つ
 

飯
野

　
恭

伸
　

会
長

　
　

　
　

　
　

　
　

　
４

　
来

賓
あ

い
さ

つ
　

　
　

　
　

　
　

　
山

形
県

教
育

委
員

会
教

育
長

 
菅

野
　

　
滋

　
様

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

５
　

来
賓

紹
介

 
豊

島
　

孝
宏

　
幹

事
長

　
　

　
　

　
　

　
　

６
　

大
会

宣
言

 
大

沼
　

　
智

　
調査

研究
委員

長
　

　
　

　
　

　
７

　
閉

会
の

あ
い

さ
つ

 
本

間
　

茂
希

　
次期

実行
委員

長
　

　
　

　
　

⃝
諸

連
絡

10
：

30
　

（
休

　
息

）
10

：
40

　
◇

研
　

修
　

　
　

　
　

講
演

『
日

本
の

太
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系
探

査
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き

が
け

」か
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は
や

ぶ
さ
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～
　

　
　

　
　

講
師

　
上

杉
　

邦
憲

　
氏

12
：

10
　

◇
昼

食
・

休
憩

13
：

10
　

◇
分

科
会

15
：

50
　

◇
閉

　
会

（
4）

 　
 

（
特
　
集
　
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県
連
小
会
報

す
。

光
速

は
電

波
の

速
度

と
同

じ
で

す
か

ら
、

地
球

か
ら

遠
い

所
へ

、
例

え
ば

太
陽

ま
で

電
波

を
送

ろ
う

と
す

る
と

そ
れ

だ
け

で
５０

０秒
掛

か
る

と
い

う
こ

と
を

意
味

し
ま

す
。

そ
れ

か
ら

、
よ

く
出

て
き

ま
す

の
が

地
球

の
半

径
。

だ
い

た
い

こ
れ

が
６３

７８
キ

ロ
と

い
う

値
で

、
こ

ん
な

数
字

が
よ

く
使

わ
れ

ま
す

。
　

次
に

そ
の

太
陽

系
を

ど
う

し
て

探
査

す
る

の
と

い
う

こ
と

が
よ

く
質

問
で

出
ま

す
。

太
陽

系
と

い
う

の
は

ど
う

や
っ

て
出

来
た

の
だ

ろ
う

か
、

そ
れ

か
ら

、
い

つ
生

ま
れ

て
、

ど
う

変
わ

っ
て

き
た

の
だ

ろ
う

か
、

そ
し

て
地

球
は

ど
う

や
っ

て
生

ま
れ

た
の

か
、

地
球

の
上

に
し

か
生

命
は

無
い

の
だ

ろ
う

か
、

そ
ん

な
こ

と
を

調
べ

る
た

め
に

太
陽

系
を

調
べ

て
い

き
た

い
な

と
い

う
こ

と
に

な
る

わ
け

で
す

。
　

先
ほ

ど
の

絵
に

も
出

て
き

ま
し

た
け

れ
ど

も
、

小
惑

星
、

太
陽

系
の

中
に

は
惑

星
と

は
別

に
、

よ
く

ご
承

知
の

よ
う

に
火

星
と

木
星

の
間

に
は

小
惑

星
と

呼
ば

れ
る

小
さ

な
星

が
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

こ
れ

と
は

別
に

他
の

所
に

も
小

惑
星

が
た

く
さ

ん
回

っ
て

い
ま

す
。

一
番

多
い

の
は

こ
の

火
星

と
木

星
の

間
に

あ
り

ま
す

が
、

こ
れ

よ
り

内
側

に
地

球
の

側
ま

で
飛

ん
で

く
る

小
惑

星
も

あ
り

ま
す

。
実

は
、

こ
れ

が
地

球
に

ぶ
つ

か
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
の

が
時

々
話

題
に

な
っ

た
り

し
ま

す
け

れ
ど

も
、

太
陽

系
の

子
ど

も
達

の
中

に
は

そ
う

い
う

小
惑

星
が

あ
る

わ
け

で
す

。
で

は
ど

う
し

て
太

陽
系

の
中

で
小

惑
星

を
探

査
す

る
の

で
し

ょ
う

か
？

　
太

陽
系

は
４６

億
年

前
に

生
ま

れ
た

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

実
は

こ
の

小
惑

星
と

い
う

の
は

大
き

な
惑

星
に

な
り

き
れ

ず
に

小
さ

な
ま

ま
で

飛
ん

で
い

る
と

い
う

も
の

で
、

出
来

た
時

の
状

態
を

維
持

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
太

陽
系

の
化

石
と

も
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
そ

う
な

り
ま

す
と

地
球

上
で

い
ろ

ん
な

昔
の

こ
と

を
調

べ
る

の
に

化
石

を
調

べ
る

の
と

同
じ

意
味

で
、

太
陽

系
の

化
石

と
い

わ
れ

る
小

惑
星

を
調

べ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ど

う
や

っ
て

太
陽

系
や

地
球

が
生

ま
れ

た
か

が
分

か
っ

て
く

る
と

い
う

こ
と

で
小

惑
星

を
探

査
し

た
い

と
い

う
わ

け

　
お

早
う

ご
ざ

い
ま

す
。

ご
紹

介
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
上

杉
で

ご
ざ

い
ま

す
。

今
日

は「
日

本
の

太
陽

系
探

査
」

と
い

う
題

名
で

お
話

を
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
最

初
に

、
皆

様
も

太
陽

系
の

こ
と

は
よ

く
ご

承
知

だ
と

思
い

ま
す

が
、

今
日

の
お

話
の

な
か

で
は

、
例

え
ば

小
学

校
で

子
ど

も
さ

ん
達

に
教

え
る

時
に

、
小

学
生

の
お

子
さ

ん
達

か
ら

質
問

を
受

け
る

場
合

の
こ

と
を

念
頭

に
置

き
な

が
ら

、
こ

ん
な

こ
と

が
ヒ

ン
ト

に
な

る
か

な
と

思
う

よ
う

な
こ

と
も

含
め

て
、

お
話

を
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
太

陽
系

と
い

う
話

を
す

る
と

必
ず

幾
つ

惑
星

が
あ

る
か

と
い

う
の

が
出

て
き

ま
す

。
ご

承
知

の
よ

う
に

「
水

・
金

・
地

・
火

・
木

・
土

・
天

・
海

」
ま

で
で

す
ね

。
昔

は
、

冥
王

星
が

入
っ

て
い

た
の

が
、

７
年

前
に

惑
星

の
ラ

ン
ク

か
ら

落
と

さ
れ

た
と

い
う

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

。
も

う
一

つ
よ

く
覚

え
て

お
く

と
役

に
立

つ
の

が
、

い
く

つ
か

の
数

字
で

す
。

太
陽

と
地

球
の

距
離

、
こ

れ
を

１
天

文
単

位
（

１
Ａ

Ｕ
）

と
言

い
ま

す
が

、
約

１
億

５０
００

万
キ

ロ
で

す
。

面
白

い
の

は
、

地
球

が
ど

れ
位

の
速

さ
で

太
陽

の
周

り
を

回
っ

て
い

る
か

と
い

う
こ

と
で

、
こ

れ
な

か
な

か
言

わ
れ

な
い

と
気

が
付

か
な

い
。

実
に

１
秒

間
に

３０
キ

ロ
と

い
う

も
の

す
ご

い
ス

ピ
ー

ド
で

太
陽

の
周

り
を

飛
ん

で
い

る
ん

で
す

ね
。

こ
の

地
方

で
言

い
ま

す
と

、
山

形
か

ら
村

山
あ

た
り

ま
で

大
体

３０
キ

ロ
だ

と
思

う
ん

で
す

が
、

１
秒

で
そ

れ
ぐ

ら
い

地
球

が
動

い
て

い
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

も
う

一
つ

大
事

な
単

位
と

し
て

光
の

速
さ

、
こ

れ
が

意
外

に
遅

い
と

い
え

ば
遅

い
で

す
ね

。
光

の
速

さ
と

い
う

と
ち

ょ
っ

と
考

え
る

と
無

限
み

た
い

に
思

っ
て

し
ま

う
ん

で
す

が
、

も
ち

ろ
ん

有
限

で
、

秒
速

３０
万

キ
ロ

で
す

。
で

す
か

ら
ち

ょ
う

ど
地

球
の

公
転

速
度

の
た

っ
た

１
万

倍
で

し
か

な
い

。
と

い
う

こ
と

で
太

陽
か

ら
地

球
へ

光
が

届
く

の
に

、
こ

の
１

億
５０

００
万

を
割

り
ま

す
と

５０
０秒

掛
か

る
。

で
す

か
ら

、
私

達
が

今
見

て
い

る
太

陽
の

光
と

い
う

の
は

、５
００

秒
前

、
約

８
分

半
く

ら
い

前
の

光
を

見
て

い
る

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
こ

の
こ

と
は

後
の

話
で

実
は

大
事

な
数

字
に

な
り

ま
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県
教

育
会

館（
大

手
門

パ
ル

ズ
）

　
識

見
豊

か
な

、
飯

野
恭

伸
前

会
長

に
は

、
県

連
小

の
進

む
べ

き
方

向
性

を
お

示
し

い
た

だ
き

な
が

ら
、

力
強

く
私

達
を

リ
ー

ド
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
後

任
者

と
し

て
、

精
一

杯
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
　

山
形

県
内

の
す

べ
て

の
小

学
校

、
県

内
１１

地
区

に
組

織
さ

れ
て

い
る

各
地

区
校

長
会

の
連

合
体

と
し

て
存

在
し

て
い

る
の

が
山

形
県

連
合

小
学

校
長

会
で

す
。

山
形

県
の

小
学

校
教

育
の

振
興

と
、

県
内

の
す

べ
て

の
児

童
が

心
豊

か
に

た
く

ま
し

く
成

長
す

る
た

め
に

、
各

学
校

、
各

地
区

校
長

会
と

緊
密

な
連

携
と

協
力

体
制

を
構

築
し

な
が

ら
、

県
連

小
と

し
て

一
つ

に
ま

と
ま

り
、

取
り

組
み

を
充

実
さ

せ
て

ま
い

り
た

い
と

存
じ

ま
す

。
特

に
、

現
在

、
教

育
内

容
と

教
育

に
関

わ
る

環
境

の
改

革
が

早
急

に
実

施
さ

れ
よ

う
と

し
て

い
ま

す
。

今
こ

そ
、

県
連

小
と

し
て

の
組

織
力

を
十

分
に

発
揮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
時

で
あ

る
と

捉
え

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
諸

課
題

に
対

す
る

共
通

理
解

を
図

り
、

進
む

べ
き

方
向

性
を

定
め

、
共

に
手

を
取

り
合

っ
て

課
題

解
決

に
努

め
た

い
も

の
で

す
。

　
今

年
度

の
県

連
小

の
課

題
を

３
点

申
し

上
げ

ま
す

。
　

課
題

の
第

１
点

目
は

、
県

連
小

の
組

織
と

活
動

内
容

の
見

直
し

に
つ

い
て

で
す

。
今

年
度

は
、

昨
年

度
の

第
３

回
理

事
会

で
ご

承
認

い
た

だ
き

ま
し

た
よ

う
に

、
専

門
委

員
会

の
組

織
と

活
動

内
容

を
抜

本
的

に
整

理
・

統
合

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
現

在
、

い
じ

め
の

問
題

や
体

罰
問

題
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

起
因

す
る

問
題

な
ど

生
徒

指
導

上
の

喫

緊
の

課
題

へ
の

対
応

が
迫

ら
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

山
形

県
の

第
６

次
教

育
振

興
計

画
を

見
据

え
た

研
修

活
動

の
充

実
と

い
う

新
た

な
側

面
も

大
事

に
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

時
期

に
入

っ
て

ま
い

り
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

観
点

を
踏

ま
え

、
県

連
小

の
組

織
力

の
強

化
を

目
指

し
て

、
専

門
委

員
会

の
組

織
と

活
動

内
容

を
再

構
築

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
課

題
の

２
点

目
は

、
平

成
₂₉

年
度

に
予

定
さ

れ
て

お
り

ま
す

東
北

連
小

山
形

大
会

へ
向

け
た

準
備

に
つ

い
て

で
す

。
準

備
委

員
会

で
大

会
の

大
枠

に
つ

い
て

ご
検

討
い

た
だ

い
た

後
、

本
年

度
秋

に
は

、
山

形
市

小
学

校
長

会
の

校
長

先
生

方
を

中
心

に
し

た
実

行
委

員
会

へ
移

行
し

、
具

体
的

な
準

備
を

進
め

て
ま

い
り

た
い

と
存

じ
ま

す
。

全
連

小
山

形
大

会
を

大
成

功
に

導
い

た
と

い
う

自
信

と
誇

り
、

そ
し

て
、

そ
の

時
の

計
画

・
運

営
の

貴
重

な
経

験
等

を
フ

ル
活

用
し

、
準

備
を

進
め

て
ま

い
り

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
課

題
の

第
３

点
目

は
、

も
う

す
で

に
足

下
に

ま
で

来
て

い
る

国
の

教
育

改
革

へ
の

対
応

に
つ

い
て

で
す

。
早

急
な

教
育

改
革

に
対

し
て

、
私

達
も

、
教

育
現

場
の

実
情

や
現

場
目

線
で

の
要

望
を

適
時

に
発

信
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
昨

年
度

、
全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

の
結

果
公

表
に

つ
い

て
の

意
見

書
を

全
連

小
と

県
連

小
会

長
連

名
で

県
教

委
に

提
出

し
ま

し
た

。
今

年
度

も
、

行
政

機
関

や
関

係
機

関
に

提
言

す
べ

き
時

は
、

適
時

に
提

言
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
そ

の
際

は
、

各
地

区
校

長
会

へ
意

見
の

聴
取

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

の
で

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

　
課

題
解

決
の

た
め

に
は

、
県

連
小

と
い

う
組

織
の

凝
集

性
を

高
め

て
い

く
こ

と
が

第
一

に
求

め
ら

れ
ま

す
。

改
め

ま
し

て
、

各
地

区
校

長
会

と
会

員
の

校
長

先
生

方
の

ご
理

解
と

ご
協

力
を

お
願

い
申

し
上

げ
、

挨
拶

と
い

た
し

ま
す

。

共
に

支
え
合
い
 組

織
力
を
発
揮
す

る
校

長
会

に
県
連
小
　
第
１
回
理
事
会
報
告

　
今
年
度
第
１
回
目
の
理
事
会
が
４
月
2₅
日
大
手
門
パ
ル

ズ
で
開
催
さ
れ
、
新
年
度
の
方
針
、
組
織
、
運
営
に
つ
い

て
活
発
な
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
新
任
者

挨
拶
、
理
事
研
修
会
の
内
容
、
教
育
委
員
会
の
講
話
等
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

荒
澤
新
会
長
の
あ
い
さ
つ
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山
形

県
連

小
会

報
平
成
26
年
８
月
20
日
�

（
特
　
集
　
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1）

特
　
集
　
号

発
行
日
　
平
成
26
年
８
月
20
日

発
行
者
　
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

�
荒
　
澤
　
賢
　
雄

�
山
形
市
木
の
実
町
12
－
37

�
県
教
育
会
館（
大
手
門
パ
ル
ズ
）

第
68
回
 山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会
開
催
さ
れ
る

大
　
会
　
日
　
程

（
６
月
１３
日
㈮
　
山
形
市
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
）

９
：
30
　
◇
受
　
付

10
：
00
　
◇
全
体
会

　
　
　
　
　
⃝
役
員
紹
介

　
　
　
　
　
　
１
　
開
会
の
あ
い
さ
つ

�
池
田
　
公
夫
　
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
２
　
国
歌
・
県
民
歌
斉
唱

　
　
　
　
　
　
３
　
会
長
あ
い
さ
つ

�
荒
澤
　
賢
雄
　
会
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
４
　
来
賓
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長

�
菅
野
　
　
滋
　
様
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
５
　
来
賓
紹
介
�
髙
木
　
祐
治
　
幹
事
長
　
　

　
　
　
　
　
　
６
　
大
会
宣
言
�
大
沼
　
　
智
　
調査
研究
委員
長

　
　
　
　
　
　
７
　
閉
会
の
あ
い
さ
つ

�
板
坂
　
憲
助
　
次期
実行
委員
長

　
　
　
　
　
⃝
諸
連
絡

10
：
40
　
（
休
　
息
）

11
：
00
　
◇
研
修
Ⅰ

　
　
　
　
　
講
演
『
い
ま
、
日
本
を
読
む
』

　
　
　
　
　
講
師
　
佐
高
　
　
信
　
氏

12
：
25
　
◇
昼
食
・
休
憩

13
：
30
　
◇
研
修
Ⅱ

　
　
　
　
　
分
科
会
協
議

16
：
00
　
◇
閉
　
会

（
4）
�　
�

（
特
　
集
　
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県
連
小
会
報

う
な
か
で
“
本
棚
”
と
い
う
の
は
単
な
る
“
本
棚
”
で
は
な

く
な
っ
て
い
く
。

　
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
佐
藤
善
一
と
い
う
先
生
と
本
と
の
関

係
も
見
え
て
く
る
。
最
初
、
先
生
が
持
っ
て
い
る
本
の
ほ
と

ん
ど
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
時
に
は
見
え
な
か
っ
た
も
の
が

見
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
眼
鏡

を
掛
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
な
り
の
自
分
な
り
の

見
方
の
眼
鏡
と
い
う
の
は
、
そ
し
て
ま
た
段
々
と
合
わ
な
く

な
っ
て
い
け
ば
そ
れ
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

物
事
が
見
え
る
と
か
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
な
り

の
視
力
と
い
う
も
の
と
関
わ
っ
て
違
っ
て
見
え
て
く
る
ん
だ

な
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
本
棚
の
風
景
と
い
う
も
の
が
物
事

の
見
え
る
・
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
と
関
わ
っ
て
思
い
出
さ

れ
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
私
の
友
達
で
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
留
学
し
た
男
が
い
ま
し

て
、
そ
の
子
ど
も
達
が
向
こ
う
の
学
校
に
入
る
わ
け
で
す

ね
。
日
本
の
学
校
と
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
だ
な
と
思
っ
た
の
は
、

「
今
日
学
校
で
作
文
を
書
か
さ
れ
た
。」
と
、
子
ど
も
達
が

帰
っ
て
き
て
父
親
に
言
っ
た
と
い
う
ん
で
す
ね
。
作
文
の
題

は
「
I’m
�d
iff
er
en
t」
と
い
う
「
私
は
他
の
人
と
こ
こ
が
違

い
ま
す
」
と
い
う
の
を
書
け
と
言
わ
れ
た
と
。
例
え
ば
、
髪

の
毛
の
色
が
違
う
と
か
、
瞳
の
色
が
違
う
と
か
、
い
ろ
ん
な

違
い
が
あ
る
。
あ
る
い
は
性
格
が
違
う
と
か
、
い
ろ
ん
な
違

い
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
も
か
く
「
I’m
�d
iff
er
en
t」

他
の
人
と
こ
こ
が
違
う
と
い
う
こ
と
を
書
け
と
言
わ
れ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
時
に
私
は
、
日
本
の
学
校
だ
け
で
な
く
て
日

本
の
社
会
と
い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
I’m
�

di
ffe
re
nt
」
と
い
う
方
向
で
は
な
く
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
「
di
ffe
re
nt
」
を
消
す
方
向
で
教
育
が
な
さ
れ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
。
他
の
人
と
違
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
が

よ
く
出
て
く
る
言
葉
で
す
よ
ね
。
他
の
人
と
違
わ
な
い
よ
う

　
佐
高
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に

酒
田
の
生
ま
れ
で
、
山
形
以
外
で
講
演
す
る
時
に
は
「
酒
田

の
佐
高
で
す
。」
と
か
、
訳
の
分
か
ら
な
い
紹
介
で
始
め
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
。
今
日
は
校
長
会
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

私
の
よ
う
な
人
間
を
育
て
た
方
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
、
そ

の
へ
ん
の
基
本
的
な
問
題
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
。

　
私
が
酒
田
東
高
時
代
に
、
佐
藤
善
一
先
生
と
い
う
忘
れ
ら

れ
な
い
恩
師
に
巡
り
合
い
ま
し
た
。
鶴
岡
南
高
の
校
長
か
ら

酒
田
の
教
育
委
員
長
も
や
ら
れ
た
先
生
で
、
も
う
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
そ
の
先
生
の
所
に
、
大
学
時

代
と
か
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
入
り
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
先

生
の
こ
と
を
思
う
時
に
い
つ
も
、
物
事
が
見
え
る
と
い
う

こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま
す
と
、
大
学
に
入
っ
て
帰
っ
て

来
る
と
先
生
の
家
に
行
く
わ
け
で
す
。
正
に
座
っ
て
い
る
後

ろ
が
全
部
本
棚
み
た
い
な
感
じ
の
先
生
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ

う
す
る
と
、
最
初
は
「
た
く
さ
ん
本
が
あ
る
な
。」
、「
す
ご

い
量
だ
な
。」
と
“
量
”
し
か
見
え
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
と

こ
ろ
が
、
自
分
が
い
ろ
い
ろ
と
本
を
読
ん
で
い
く
間
に
、
た

だ
“
量
”
と
し
て
し
か
見
え
て
い
な
か
っ
た
本
棚
の
本
が
、

自
分
が
読
ん
だ
本
な
ら
「
あ
っ
、こ
の
本
が
あ
る
の
か
。」
と
、

つ
ま
り
、“
本
”
と
い
う
一
群
の
中
に
そ
の
一
冊
が
違
っ
て

見
え
て
く
る
。
一
冊
が
取
り
出
さ
れ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ

し
て
、
そ
の
本
の
隣
に
あ
る
本
、
先
生
が
こ
の
本
の
隣
に
こ

の
本
を
置
い
て
い
る
の
か
と
。
自
分
が
い
ろ
ん
な
本
を
読
ん

で
い
く
う
ち
に
、
そ
の
本
の
見
え
方
と
い
う
の
が
違
っ
て
く

る
わ
け
で
す
ね
。「
単
な
る
本
棚
」、
「
ざ
っ
と
本
が
並
ん
で

い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
本
当

に
本
が
立
体
的
に
浮
き
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
か
、
自
分
な

り
に
あ
る
本
を
読
ん
で
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
先
生
の
話
の
中
に

も
い
ろ
ん
な
本
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

演
題

「
い
ま
、
日
本
を
読
む
」

�
講
師
　
佐
　
高
　
　
　
信
　
氏
　

講
　
　
　
演
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平
成
27
年
５
月
31
日
�

第
　
14
2　
号
　
（
1）

山
形

県
連

小
会

報

第
　
14
2　
号

発
行
日
　
平
成
27
年
５
月
31
日

発
行
者
　
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

　
　
　
　
　
　
　
髙
　
木
　
祐
　
治

�
山
形
市
木
の
実
町
12
－
37

�
県
教
育
会
館（
大
手
門
パ
ル
ズ
）

組
織
改
革
か
ら
実
行
に
移
す
年

　
今
年
度
第
1
回
目
の
理
事
会
が
4
月
24
日
（
金
）、

大
手
門
パ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
の
方

針
、
組
織
、
運
営
に
つ
い
て
活
発
な
協
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
本
号
で
は
、
新
会
長
、
新
副
会
長
の
ご
挨

拶
、
理
事
研
修
会
の
内
容
、
県
教
育
委
員
会
の
講
話

等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

髙
木
祐
治
新
会
長
あ
い
さ
つ

　
重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
連

小
の
会
員
の
一
人
と
し
て
、
役
割

分
担
の
一
つ
を
受
け
持
つ
気
持
ち

で
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
「
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
」

は
、
山
形
県
内
全
て
26
0人
の
小
学
校
校
長
、
ま
た
、
県

内
11
地
区
に
組
織
さ
れ
て
い
る
地
区
校
長
会
の
連
合
体
と

し
て
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
で
あ
る
一
人
一
人
の
校

長
が
、
そ
の
職
責
を
よ
り
よ
く
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ
り
、
自
ら
の
意
志
で
研
鑽
を

積
む
た
め
に
集
い
、
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
各
学

校
経
営
の
充
実
と
県
の
小
学
校
教
育
の
振
興
に
つ
な
が
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
諸
課
題
に
対
す
る
共
通
理
解
を
図
り
、

進
む
べ
き
方
向
性
を
定
め
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
課
題
解

決
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
県
連
小
の
課
題
を
３
点
申
し
上
げ
ま
す
。

　
1
点
目
は
、
組
織
改
革
の
実
行
の
年
で
あ
る
こ
と
で
す
。

昨
年
度
よ
り
県
連
小
と
し
て
重
視
す
べ
き
点
を
確
認
し
、

組
織
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
確
認
し
た
点
は
、

小
中
連
携
し
て
教
育
諸
条
件
の
整
備
推
進
に
向
う
対
策
活

動
の
継
続
。
全
連
小
・
東
北
連
小
と
結
び
つ
き
、
校
長
の

研
修
の
機
会
と
な
る
県
連
小
研
究
協
議
会
の
充
実
。
そ
し

て
、
生
徒
指
導
上
の
課
題
に
、
小
中
連
携
し
た
組
織
的
な

対
応
を
行
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
新
た
に

「
対
策
委
員
会
」「
研
修
委
員
会
」「
生
徒
指
導
委
員
会
」

の
３
専
門
委
員
会
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
経
営
上
の

喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
理
事
会
で
検
討
し
、
内
容
に
応
じ

て
い
ず
れ
か
1
つ
の
専
門
委
員
会
に
調
査
研
究
と
ま
と
め

を
依
頼
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
県
連
小
内
と
関
係
諸
機

関
に
提
言
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
２
点
目
は
、
平
成
29
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
東
北
連

合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会
山
形
大
会
へ
向
け
た
準
備
に

つ
い
て
で
す
。
昨
年
度
4
月
に
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

10
月
に
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
山
形
・
上
山
・
東
村
山

地
区
を
主
管
地
区
と
し
て
、
準
備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

1
月
に
は
第
1
回
事
務
局
会
を
開
催
し
、
各
担
当
の
部
局

で
具
体
的
に
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
開
催
ま
で
後
２
年

と
な
り
ま
す
の
で
、
主
管
地
区
を
中
心
と
し
た
運
営
面
の

準
備
は
も
と
よ
り
、
各
地
区
で
も
研
究
発
表
へ
の
準
備
等
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
中
に
平

成
30
年
度
か
ら
の
県
連
小
研
究
協
議
会
の
方
向
性
を
定
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
県
費
負
担
教
職
員
の
人
事
評
価
に
つ
い
て

で
す
。
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り「
能
力
評
価
」、「
業

績
評
価
」
の
両
面
か
ら
評
価
し
、
処
遇
へ
の
反
映
が
28
年

度
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
今
後
、
評
価
方
法
に
つ
い
て
の
理

解
と
共
に
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
処
遇
に
ど
の
よ
う
に
反
映

す
る
か
は
、
多
方
面
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
と
い
う
方

向
の
よ
う
で
す
の
で
、
各
地
区
校
長
会
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
機
会
あ
る
毎
に
県
連
小
と
し
て
の
意
見
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
課
題
解
決
に
向

け
て
、
各
地
区
校

長
会
と
会
員
の
校

長
先
生
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
改

め
て
お
願
い
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

県
連
小
　
第
１
回
理
事
会
報
告
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山
形

県
連

小
会

報
平
成
27
年
８
月
28
日
�

（
特
　
集
　
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1）

特
　
集
　
号

発
行
日
　
平
成
27
年
８
月
28
日

発
行
者
　
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

�
髙
　
木
　
祐
　
治

�
山
形
市
木
の
実
町
12
－
37

�
県
教
育
会
館（
大
手
門
パ
ル
ズ
）

第
6９
回
 山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会
開
催
さ
れ
る

大
　
会
　
日
　
程

（
６
月
１２
日
㈮
　
山
形
市
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
）

９
：
30
　
◇
受
　
付

10
：
00
　
◇
全
体
会

　
　
　
　
　
⃝
役
員
紹
介

　
　
　
　
　
　
１
　
開
会
の
あ
い
さ
つ

�
菊
地
　
宏
哉
　
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
２
　
国
歌
・
県
民
歌
斉
唱

　
　
　
　
　
　
３
　
会
長
あ
い
さ
つ

�
髙
木
　
祐
治
　
会
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
４
　
来
賓
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長

�
菅
野
　
　
滋
　
様
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
５
　
来
賓
紹
介

�
田
中
　
利
幸
　
幹
事
長
　
　

　
　
　
　
　
　
６
　
大
会
宣
言

�
齋
藤
　
昭
憲
　
研
修
委
員
長

　
　
　
　
　
　
７
　
閉
会
の
あ
い
さ
つ

�
鈴
木
　
雄
次
　
次期
実行
委員
長

　
　
　
　
　
⃝
諸
連
絡

10
：
40
　
（
休
　
息
）

10
：
55
　
◇
研
修
Ⅰ

　
　
　
　
　
講
演
『
人
間
性
豊
か
な
社
会
を
築
く

�
オ
ペ
ラ
的
な
生
き
方
』

　
　
　
　
　
講
師
　
熊
谷
　
眞
一
　
氏
（
大
江
町
出
身
）

12
：
15
　
◇
昼
食
・
休
憩

13
：
20
　
◇
研
修
Ⅱ

　
　
　
　
　
分
科
会
協
議

16
：
00
　
◇
閉
　
会

（
4）
�　
�

（
特
　
集
　
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県
連
小
会
報

演
題

「
人
間
性
豊
か
な
社
会
を
築
く

　
オ
ペ
ラ
的
な
生
き
方
」

�
講
師
　
熊
　
谷
　
眞
　
一
　
氏
　

��
演
題
を
「
人
間
性
豊
か
な
社
会
を
築
く
　
オ
ペ
ラ
的
な
生

き
方
」
と
し
ま
し
た
。
何
か
皆
さ
ん
の
心
に
触
れ
る
話
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
本
。
つ
ま
り
先
の
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら

の
７０
年
と
い
う
の
は
高
度
経
済
成
長
、
所
謂
「
坂
の
上
の

雲
」
を
目
指
し
て
進
ん
で
き
た
わ
け
で
す
。
そ
の
時
は
高
収

入
に
裏
打
ち
さ
れ
た
地
位
や
名
誉
を
目
指
し
て
、
も
っ
と
教

育
に
照
ら
せ
ば
そ
れ
を
達
成
す
る
、
よ
り
高
い
偏
差
値
を
目

標
に
効
率
的
に
覚
え
る
こ
と
が
良
い
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
で

す
。
そ
の
流
れ
は
今
以
て
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
は
い
な
い

わ
け
で
す
。

　
人
間
の
記
憶
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
は
敵
わ
な
い
。
そ
ん
な
こ

と
は
解
り
き
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず
テ
ス

ト
の
た
め
の
覚
え
る
教
育
に
終
始
し
て
い
る
と
い
う
の
が
残

念
な
が
ら
現
状
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
お
お
よ
そ
２０
年
前
に
坂
の
上
に
立
っ
た
と
こ
ろ

が
、
そ
の
雲
は
白
い
雲
で
は
な
く
黒
い
雨
雲
で
、
し
か
も
一

面
霧
の
中
。
視
界
は
ゼ
ロ
に
等
し
い
と
い
う
状
況
に
今
あ
る

わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
反
対
側
に
あ
る
こ
れ
か
ら
の

日
本
が
ど
こ
を
目
指
し
て
い
く
か
と
考
え
た
時
に
、
願
わ
く

ば
成
熟
社
会
に
向
か
っ
て
周
り
の
景
色
を
見
渡
し
な
が
ら
、

鳥
の
声
を
聞
き
、
風
の
そ
よ
ぎ
を
感
じ
、
草
原
に
目
を
休
ま

せ
ゆ
っ
く
り
と
下
っ
て
行
く
為
の
方
法
を
今
急
い
で
学
ば
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
局
面
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と
は
教
科
書
に
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

も
な
い
ん
で
す
ね
。
今
日
で
は
課
題
は
自
分
で
見
つ
け
る
も

の
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
で
す
。
生
徒
自
ら
が
そ

の
課
題
を
自
分
の
頭
で
考
え
て
い
ろ
ん
な
人
の
意
見
を
聞
き
、

取
り
込
ん
だ
多
く
の
情
報
を
そ
の
人
な
り
の
知
恵
に
置
き
換

え
て
、
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
や
っ
て
い

く
と
い
う
時
代
が
正
に
今
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
誰
も
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
私
は
何
と
言
っ
て
も

一
番
大
事
な
の
は
、
小
学
校
の
教
育
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
の
孫
、
子
ど
も
達
に
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
委
ね

る
し
か
な
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
時
間
の
中
で

そ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
な
と
し
み
じ
み

と
感
じ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
彼
等
を
戦
場
に
送
る
こ
と

だ
け
は
絶
対
に
や
り
た
く
な
い
と
思
う
わ
け
で
す
。
私
は
井

上
ひ
さ
し
と
い
う
方
の
弟
子
の
一
人
で
す
。
や
は
り
、
今
の

日
本
の
状
況
を
見
る
に
つ
け
心
配
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は
、
い
ろ
ん
な
先
生
方
の
教
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校

時
代
に
鈴
木
重
雄
先
生
と
い
う
方
が
担
任
で
、
そ
の
先
生
は

「
君
達
、
大
事
な
も
の
が
２
つ
あ
る
よ
。
一
つ
は
邪
悪
に
対

す
る
心
の
清
さ
、
も
う
一
つ
は
正
義
に
対
す
る
判
断
力
。」

こ
の
２
つ
の
標
語
に
よ
っ
て
私
は
あ
る
種
人
間
を
創
っ
て
き

た
と
思
え
る
の
で
す
。

��
私
は
典
型
的
な
塩
梅
の
世
界
、
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
に
生
き

て
い
ま
す
。
例
え
ば
料
理
の
世
界
は
幾
つ
か
の
素
材
の
組
合

せ
な
ん
で
す
。
一
つ
の
食
材
だ
け
で
食
べ
た
の
で
は
そ
れ
ほ

ど
の
も
の
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
補
助
線
を
引
く
ん
で

す
。
そ
の
補
助
線
で
も
っ
て
料
理
と
い
う
も
の
は
誕
生
す
る

わ
け
で
す
。
国
の
政
治
も
あ
る
意
味
で
は
教
育
も
料
理
の
一

つ
で
、
こ
の
補
助
線
を
引
く
と
い
う
作
業
は
実
は
教
わ
っ
て

い
な
い
の
で
す
。
私
達
が
教
わ
っ
た
の
は
分
析
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
補
助
線
を
引
く
と
い
う
方
法
は
誰
も

教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
多
様
性
と
い

う
か
、
こ
れ
が
教
育
の
中
で
は
非
常
に
大
事
な
ん
で
す
が
、

私
達
が
小
学
生
の
頃
よ
り
今
の
小
学
生
の
方
が
多
様
性
が
な

い
よ
う
に
思
え
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
の
時
に
は
、
年

講
　
　
　
演

－50－
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成
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年
５
月
31
日
�

第
　
14
5　
号
　
（
1）

山
形

県
連

小
会

報

第
　
14
5　
号

発
行
日
　
平
成
28
年
５
月
31
日

発
行
者
　
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
利
　
幸

�
山
形
市
木
の
実
町
12
－
37

�
県
教
育
会
館（
大
手
門
パ
ル
ズ
）

共
に
学
び
合
い
 経
営
力
を
高
め
る
校
長
会
に

　
今
年
度
第
1
回
目
の
理
事
会
が
4
月
22
日
（
金
）、

大
手
門
パ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
の
方

針
、
組
織
、
運
営
に
つ
い
て
活
発
な
協
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
本
号
で
は
、
新
会
長
、
新
副
会
長
の
ご
挨

拶
、
理
事
研
修
会
の
内
容
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
の

御
指
導
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

田
中
利
幸
新
会
長
あ
い
さ
つ

　
髙
木
祐
治
前
会
長
に
は
、
会
員

数
の
減
少
を
受
け
、
多
忙
化
の
軽

減
と
予
算
確
保
を
視
野
に
、
会
議

の
ス
リ
ム
化
な
ど
運
用
面
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
任
者
と
し
て
役
割
の
重
さ
を
十

分
認
識
し
、
精
一
杯
努
め
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
は
、山
形
県
内
各
市
町
村
、ま

た
県
内
11
地
区
に
組
織
さ
れ
て
い
る
各
地
区
校
長
会
の
連

合
体
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
伝
統
や
文
化
、

受
け
継
い
で
お
ら
れ
る
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。会
員
の
減

少
が
進
む
中
、
そ
の
違
い
を
よ
さ
と
し
て
考
え
を
出
し
合

い
、力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
、各
学
校
経
営
の
充
実
と

県
の
小
学
校
教
育
の
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
昨
年
12
月
、
中
教
審
は
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
担

う
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
答
申

を
提
出
し
、「
教
員
は
学
校
で
育
つ
」
と
の
考
え
の
下
、「
学

び
続
け
る
教
員
像
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
な
ど
新
た
な
教
育
課
題
に
対
応
し
て
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
磨
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

校
長
も
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
ら
の
意
志

で
研
鑽
を
積
む
た
め
に
集
い
、
情
報
交
換
を
通
し
て
進
む

べ
き
方
向
性
を
探
る
。「
校
長
は
県
連
小
で
育
つ
」
と
言

え
る
よ
う
、
学
び
続
け
る
校
長
を
支
え
る
県
連
小
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
の
県
連
小
の

課
題
を
３
点
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
専
門
委
員
会
を
中
核
と
し
た
活
動
の
充
実

で
す
。「
喫
緊
の
課
題
へ
の
組
織
的
な
対
応
力
」
と
「
発

信
す
る
県
連
小
」
を
目
指
し
て
の
組
織
改
編
を
受
け
、
対

策
、
研
修
、
生
徒
指
導
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
新
し
い
方
針
で
の
調
査
研
究
の
委
託
を
受

け
、
生
徒
指
導
委
員
会
が
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ネ
ッ
ト
接

続
機
器
使
用
に
つ
い
て
の
提
言
を
ど
う
浸
透
し
て
い
く
か

な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
取
捨
選
択
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
委
員
会
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
課
題
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
来
年
度
開
催
す
る
第
57
回
東
北
連
小
研
究

協
議
会
山
形
大
会
に
向
け
た
準
備
で
す
。
２
年
前
に
県
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
山
形
地
区
、
上
山
地
区
、
東
村

山
地
区
を
主
管
地
区
と
し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
担
当
各
地
区
の
代
表
者
か
ら
成
る
事
務
局
会

を
６
回
開
催
し
、
年
度
途
中
か
ら
よ
り
小
回
り
の
利
く
組

織
と
し
て
正
副
部
長
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
特
に
天
童

地
区
の
校
長
先
生
方
は
じ
め
研
究
部
の
方
々
が
、
各
分
科

会
の
趣
旨
文
を
何
度
も
見
直
し
充
実
し
た
も
の
に
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、
開
催
ま
で
あ
と
１
年
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
運
営
面
の
準
備
は
も
と
よ
り
、
各
地
区

に
お
か
れ
ま
し
て
、
各
分
科
会
で
の
研
究
発
表
へ
の
準
備

も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
第
70
回
県
連
小
研
究
協
議
会
の
充
実
で
す
。

今
年
度
は
、
西
置
賜
地
区
が
主
管
く
だ
さ
り
、
16
名
と
い

う
少
な
い
会
員
数
で
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

学
び
続
け
る
機
会
の
大
切
さ
を
認
識
し
研
修
を
深
め
る
こ

と
が
、
担
当
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
区
の
方
々
の
労
苦
に
報

い
る
、
最
大
の
成
果
だ
と
考
え
ま
す
。

　
課
題
解
決
に
向
け
県
連
小
と
い
う
組
織
の
凝
集
性
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
、
各
地
区

校
長
会
と
会
員
の
校
長
先

生
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

県
連
小
　
第
１
回
理
事
会
報
告
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山
形

県
連

小
会

報
平
成
28
年
８
月
28
日
�

（
特
　
集
　
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1）

特
　
集
　
号

発
行
日
　
平
成
28
年
８
月
28
日

発
行
者
　
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

�
田
　
中
　
利
　
幸

�
山
形
市
木
の
実
町
12
－
37

�
県
教
育
会
館（
大
手
門
パ
ル
ズ
）

第
７０
回
 山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会
開
催
さ
れ
る

大
　
会
　
日
　
程

（
６
月
１０
日
㈮
　
山
形
市
　
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
）

９
：
30
　
◇
受
　
付

10
：
00
　
◇
全
体
会

　
　
　
　
　
⃝
役
員
紹
介

　
　
　
　
　
　
１
　
開
会
の
あ
い
さ
つ

�
遠
藤
　
倫
夫
　
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
２
　
国
歌
・
県
民
歌
斉
唱

　
　
　
　
　
　
３
　
会
長
あ
い
さ
つ

�
田
中
　
利
幸
　
会
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
４
　
来
賓
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長

�
葊
瀬
　
　
渉
　
様
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
５
　
来
賓
紹
介

�
髙
橋
　
　
禎
　
幹
事
長
　
　

　
　
　
　
　
　
６
　
大
会
宣
言

�
村
上
　
宏
幸
　
研
修
委
員
長

　
　
　
　
　
　
７
　
閉
会
の
あ
い
さ
つ

�
黒
木
　
佳
昭
　
H29
年度

実行
委員

長
�

高
野
　
　
博
　
H30
年度

実行
委員

長
　
　
　
　
　
⃝
諸
連
絡

10
：
40
　
（
休
　
息
）

10
：
55
　
◇
研
修
Ⅰ

　
　
　
　
　
講
演
『
目
は
世
界
に
　
心
は
ふ
る
さ
と

�
―
次
の
世
代
に
何
を
伝
え
る
か
』

　
　
　
　
　
講
師
　
田
勢
　
康
弘
　
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

12
：
30
　
◇
昼
食
・
休
憩

13
：
30
　
◇
研
修
Ⅱ

　
　
　
　
　
分
科
会

16
：
00
　
◇
閉
　
会

（
4）
�　
�

（
特
　
集
　
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県
連
小
会
報

「
目

を
世

界
に

 心
は

ふ
る

さ
と

 ―
 次

の
世

代
に

何
を

伝
え

る
か

」

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
19
44
年
中
国
黒
龍
江
省
黒
河
で
生
ま
れ
る
。
西
置
賜
郡
白
鷹
町
出
身
。

　
中
学
１
年
の
３
学
期
、
父
親
の
死
に
と
も
な
い
青
森
県
か
ら
父
母
の
出
身

地
白
鷹
町
へ
移
り
、
荒
砥
中
学
校
（
当
時
）
に
３
か
月
在
籍
。
以
来
、
ず
っ

と
白
鷹
町
出
身
と
称
し
て
い
る
。

　
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
。
日
本
経
済
新
聞
社
で
42
年
間
、

政
治
担
当
の
記
者
、
編
集
委
員
、
論
説
委
員
、
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
を
つ
と
め
る
。

　
途
中
、
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
。
20
06
年
か
ら
４
年
間
、
早
稲
田
大
学
教
授
。

そ
れ
以
前
に
東
大
講
師
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
上
席
研
究
員
。
20
08
年
か

ら
８
年
間
Ｔ
Ｖ
東
京
系
列
で
報
道
番
組
「
田
勢
康
弘
の
週
刊
ニ
ュ
ー
ス
新

書
」
キ
ャ
ス
タ
ー
。

　
現
在
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
田
勢
康
弘
事
務
所
代
表
、
一
般
社
団
法
人

「
心
を
伝
え
る
歌
の
木
を
植
え
よ
う
会
」
代
表
、「
日
中
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

会
議
」
日
本
側
�座
長
。

　
代
表
的
著
書
に
「
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
罪
と
罰
」、
「
島
倉
千
代
子
と

い
う
人
生
」（
と
も
に
新
潮
社
）、「
総
理
の
演
説
」（
バ
ジ
リ
コ
社
）等
。

講
師
：
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
田
　
勢
　
康
　
弘
　
氏

演
題

「
目

を
世

界
に

 心
は

ふ
る

さ
と

 
　

　
　

　
 ―

 次
の

世
代

に
何

を
伝

え
る

か
」

講
　
　
　
演
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集
　
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形

県
連

小
会

報

第
８
分
科
会

第
９
分
科
会

第
１０
分
科
会

第
５
分
科
会

第
６
分
科
会

第
７
分
科
会

第
１
分
科
会

第
３
分
科
会

第
４
分
科
会

第
２
分
科
会

開
会
の
挨
拶

閉
会
の
挨
拶

－56－
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平成
29年度
2017

研 究 協 議 会

東北連小山形大会
〈東北６県より1,000名の参加〉
（全体場：山形テルサ・市内ホテル）

佐　賀

全国大会

県 連 小 の 組 織
会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
田中利幸 249 51 51

東 北 大 会
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会　長　名 学校数 新入会員数 退職会員数
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平
成
29
年
５
月
31
日
�

第
　
14
8　
号
　
（
1）

山
形

県
連

小
会

報

第
　
14
8　
号

発
行
日
　
平
成
29
年
５
月
31
日

発
行
者
　
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
利
　
幸

�
山
形
市
木
の
実
町
12
－
37

�
県
教
育
会
館（
大
手
門
パ
ル
ズ
）

交
流

を
通

し
て

学
び

合
い

 発
信

す
る

校
長

会
に

田
中

利
幸

会
長

あ
い

さ
つ

　
「
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
」
は
、
山
形
県
内
の
す
べ

て
の
小
学
校
、
ま
た
県
内
11
地
区
に
お
い
て
組
織
さ
れ
て

い
る
地
区
校
長
会
の
連
合
体
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

会
員
で
あ
る
一
人
一
人
の
校
長
が
、
そ
の
職
責
を
よ
り
よ

く
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
組
織
で
す
。
県
内
各
地
区
、
各
市
町
村
の
校
長
会
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
伝
統
が
あ
り
受
け
継
い
で
お
ら
れ
る
考
え
方
が

お
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
違
い
を
よ

さ
と
し
て
学
び
合
い
、
考
え
を
出
し
合
い
力
を
合
わ
せ
て

い
く
こ
と
が
、
各
学
校
経
営
の
充
実
と
山
形
県
小
学
校
教

育
の
振
興
に
寄
与
し
、
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
や

ひ
い
て
は
子
ど
も
達
一
人
一
人
の
望
ま
し
い
成
長
の
実
現

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
さ
て
、
新
学
習
指
導
要
領
が
３
月
に
告
示
さ
れ
、
平
成

32
年
の
完
全
実
施
を
視
野
に
、
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い

学
び
へ
の
授
業
改
善
や
、
外
国
語
活
動
や
英
語
の
教
科
化

に
係
る
中
・
高
学
年
で
の
年
間
35
時
間
の
時
数
確
保
も
含

め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
組
が
必
要

で
す
。
文
科
省
や
県
の
施
策
を
ど
う
受
け
止
め
て
、
時
代

の
潮
流
を
読
む
の
か
。
他
県
の
動
き
も
掴
み
な
が
ら
学
校

運
営
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
、
一
人

職
で
あ
る
私
た
ち
校
長
は
、
仲
間
と
つ
な
が
っ
て
の
情
報

交
換
や
考
え
の
交
流
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
様
々
な
教
育

課
題
に
対
し
て
家
庭
や
地
域
は
も
と
よ
り
、
教
育
委
員
会

や
行
政
と
も
連
携
し
て
の
取
組
を
支
え
る
、
県
連
小
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
の
課
題
に
つ
い
て
３
点
申
し
上
げ
ま

す
。
１
点
目
は
、
今
年
７
月
に
開
催
す
る
第
57
回
東
北
連

合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会
山
形
大
会
に
向
け
て
の
最
終

の
準
備
と
運
営
で
す
。
運
営
面
の
準
備
と
と
も
に
開
催
県

の
研
究
発
表
と
し
て
深
み
の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
最
終

の
見
直
し
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
点
目
は
、
専
門
委
員
会
を
中
核
と
し
た
活
動
の
充
実

で
す
。
今
年
度
も
、「
喫
緊
の
課
題
へ
の
組
織
的
な
対
応

力
」
を
持
ち
「
発
信
す
る
県
連
小
」
で
あ
る
た
め
に
、
３

つ
の
専
門
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
期
待
す
る
こ
と
を
述
べ

ま
す
。
ま
ず
、
小
学
校
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
英

語
の
教
科
化
に
係
る
中
・
高
学
年
で
の
年
間
35
時
間
の
時

数
確
保
に
つ
い
て
、
例
え
ば
卒
業
式
を
１
週
間
遅
ら
せ
る

こ
と
で
の
対
応
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
現
場
の
教
員

は
ど
う
考
え
何
を
願
う
の
か
、
各
地
区
校
長
会
で
こ
の
件

に
つ
い
て
課
題
と
な
る
こ
と
を
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
小

中
合
同
対
策
委
員
会
で
意
見
を
集
約
し
、
必
要
に
応
じ
て

「
お
願
い
」
の
作
成
に
反
映
さ
せ
た
上
で
、
県
教
育
委
員

会
や
県
市
町
村
教
育
委
員
会
協
議
会
と
連
携
し
て
の
取
組

を
模
索
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
研
修
委
員
会

は
、
東
北
連
小
山
形
大
会
の
開
催
へ
の
協
力
が
急
務
か
と

思
い
ま
す
が
、
来
年
度
の
県
連
小
研
究
協
議
会
へ
の
準
備

に
係
る
連
絡
・
調
整
や
全
連
小
の
研
究
主
題
の
見
直
し
に

注
視
し
、
平
成
32
年
度
以
降
の
県
連
小
研
究
協
議
会
の
在

り
方
を
模
索
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
生
徒
指

導
委
員
会
は
、
引
き
続
き
県
内
生
徒
指
導
の
現
状
把
握
と

と
も
に
、
間
近
に
迫
る
道
徳
の
教
科
化
な
ど
と
も
つ
な
い

で
、
育
て
る
生
徒
指
導
に
係
る
有
効
な
手
立
て
に
つ
い
て

の
情
報
を
発
信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
３
点
目
は
、
第
72
回
県
連
小
研
究
協
議
会
の
準
備
で
す
。

来
年
度
は
最
上
地
区
が
担
当
く
だ
さ
り
、
５
領
域
５
分
科

会
と
い
う
新
し
い
枠
組
み
で
開
催
さ
れ
る
協
議
会
の
初
年

度
と
な
り
ま
す
。
会
場
は
昨
年
度
ま
で
と
同
様
に
山
形

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
東
北
連
小
山

形
大
会
の
た
め
に
１
年
空
い
て
し
ま
い
ま
す
し
、
１
つ
の

分
科
会
が
倍
の
人
数
に
な
る
こ
と
か
ら
分
科
会
場
の
設
定

や
グ
ル
ー
プ
討
議
の
方
法
な
ど
を
新
た
に
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
１
年
間
、
課
題

解
決
に
向
け
て
、
各
地
区

校
長
会
と
会
員
の
校
長
先

生
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
て
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

県
連
小
　
第
１
回
理
事
会
報
告

－60－



平
成
29
年
10
月
１
日
�

第
　
14
9　
号
　
（
1）

山
形
県
連
小
会
報

第
　
14
9　
号

発
行
日
　
平
成
29
年
10
月
１
日

発
行
者
　
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
利
　
幸

�
山
形
市
木
の
実
町
12
－
37

�
県
教
育
会
館（
大
手
門
パ
ル
ズ
）

東北
連小
山形
大会
大成
功へ
の感
謝と
県・
東北
・全
連小
の活
動に
つい
て

１
　
第
５７
回
東
北
連
小
研
究
協
議
会
山
形
大
会
へ
の
お
礼

　
２
つ
の
大
会
コ
ン
セ
プ
ト
に
照
ら
し
て
、「
研
修
の
深

ま
り
を
最
大
の
お
も
て
な
し
と
考
え
る
」
に
関
し
て
は
、

「
脱
・
優
等
生
」
か
ら
始
ま
っ
た
冨
田
勝
先
生
の
ご
講
演

は
素
晴
ら
し
い
反
響
で
、
是
非
持
ち
帰
っ
て
職
場
や
地
区

の
先
生
方
に
伝
え
た
い
と
絶
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
分
科
会
に
つ
い
て
も
、
会
場
が
広
く
き
れ
い
だ
っ
た
こ

と
や
熱
心
な
討
議
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
い
う
感
想
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
大
会
を
目
指
す
中
で
、
で
き
る
限
り

の
お
も
て
な
し
を
し
よ
う
」
に
つ
い
て
も
、
山
形
駅
か
ら

す
ぐ
の
全
体
会
場
で
各
分
科
会
場
に
も
歩
い
て
行
け
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
大
会
の
中
に
、
受
付
や
案
内
が
丁
寧
で
お
も

て
な
し
の
心
の
こ
も
っ
た
、
本
当
に
温
か
い
気
持
ち
に
な

る
大
会
運
営
だ
っ
た
と
、
最
大
の
賛
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
主
管
３
地
区
を
中
心
に
、
全
県
体
制
で
の
ご
協
力
に

感
謝
で
す
。

２
　
県
連
小
の
現
況
に
つ
い
て

　
喫
緊
の
課
題
へ
の
組
織
的
な
対
応
力
と
発
信
す
る
県
連

小
を
目
指
し
て
組
織
改
編
が
行
わ
れ
て
３
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
対
策
委
員
会
、
研
修
委
員
会
、
生
徒
指
導
委
員
会

の
３
つ
の
専
門
委
員
会
は
、
委
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、

年
度
当
初
の
計
画
ど
お
り
に
充
実
し
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
研
修
委
員
会
は
、

山
形
大
会
の
分
科
会
運
営
に
つ
い
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

３
　
東
北
連
小
の
動
き
と
対
応
に
つ
い
て

　
東
北
連
小
山
形
大
会
の
１
日
目
に
第
２
回
研
修
会
・
理

事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
６
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
教
育
課
程
委
員
会
の
報
告
や
、
青
森
県
の
理
事
よ
り
平

成
３０
年
度
に
開
催
さ
れ
る
東
北
連
小
青
森
大
会
に
つ
い
て
、

秋
田
県
の
理
事
よ
り
平
成
３１
年
度
に
開
催
さ
れ
る
全
連
小

秋
田
大
会
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら

の
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
る
「
東
北
連
小
大
会
運
営
準
備

金
（
仮
称
）」
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
協
議
を
お
願
い
し

ま
す
。

４
　
全
連
小
の
動
き
と
国
・
県
の
教
育
施
策
に
つ
い
て

　
７
月
１１
日
・
１２
日
に
開
催
さ
れ
た
全
連
小
常
任
理
事
会

と
小
学
校
長
会
長
連
絡
協
議
会
で
は
、
全
連
小
で
作
成
し

た
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
準
備
資
料
の
紹
介
と
、
移
行
措

置
に
つ
い
て
総
合
的
な
学
習
か
ら
の
時
数
流
用
は
慎
重
に

考
え
て
ほ
し
い
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
様
々
な

会
議
の
中
で
「
学
校
の
努
力
だ
け
で
は
限
界
」
と
い
う
認

識
が
広
ま
っ
て
い
る
の
で
改
革
の
好
機
だ
と
と
ら
え
て
い

る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文
科
省
教
育
課
程
課

の
白
井
俊
企
画
室
長
よ
り
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
～
新
学
習
指
導
要
領
及
び
移
行
措
置
等
に
つ
い

て
～
」
と
題
し
た
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
資
料
を
準
備

し
ま
し
た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。「
各
都
道
府
県
校
長

会
の
新
教
育
課
程
編
成
等
へ
の
取
組
と
展
望
」
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
で
は
、
ど
の
県
か
ら
も
外
国
語
活
動
の
指
導

員
確
保
に
つ
い
て
は
区
市
町
村
の
財
政
事
情
に
よ
っ
て
差

が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
時
数
確
保
の
方
法
に
つ
い
て
は
授

業
日
数
や
６
校
時
授
業
日
の
増
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
土
曜
授

業
な
ど
を
視
野
に
様
子
見
を
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
し

た
。
ま
た
、
卒
業
式
は
３
／
１５
～
３
／
２５
に
行
わ
れ
て
お

り
管
理
職
を
通
し
て
の
本
人
へ
の
内
示
は
２
月
上
旬
～
３

／
１５
、
本
人
へ
の
通
知
後
に
調
整
が
入
り
マ
ス
コ
ミ
報
道

は
３
月
下
旬
～
４
／
１
、
内
示
後
も
職
員
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
の
で
粛
々
と
勤
務
し
異
動
の
準
備
も
進
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
第
１
回
理
事
会
の
折
り
に
卒

業
式
を
遅
ら
せ
て
授
業
日
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問

題
提
起
し
ま
し
た
が
、
山
形
県
の
場
合
は
マ
ス
コ
ミ
報
道

の
時
期
と
と
も
に
「
内
示
後
も
粛
々
と
…
」
と
い
う
意
識

改
革
の
問
題
も

大
き
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
本
日
の
理
事

会
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

会
長
の
あ
い
さ
つ

県
連
小
　
第
２
回
理
事
会
報
告
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年
　

度
平

成
19

年
度

平
成

20
年

度
平

成
21

年
度

平
成

22
年

度
平

成
23

年
度

幹
事

長
永
瀬
　
　
克

鈴
木
　
弘
康

鈴
木
　
弘
康

齋
藤
　
和
夫

齋
藤
　
和
夫

幹
　

事

佐
竹
　
惠
一

齋
藤
　
和
夫

江
口
　
照
芳

渡
部
　
和
生

大
宮
と
き
子

板
坂
　
憲
助

齋
藤
　
昭
憲

平
尾
　
幸
治

齋
藤
　
和
夫

渡
部
　
和
生

板
坂
　
憲
助

荒
澤
　
賢
雄

大
宮
と
き
子

齋
藤
　
昭
憲

平
尾
　
幸
治

齋
藤
　
和
夫

渡
部
　
和
生

片
桐
　
理
子

飯
野
　
恭
伸

村
山
　
敏
悦

荒
澤
　
賢
雄

小
林
　
正
次

片
桐
　
理
子

飯
野
　
恭
伸

豊
島
　
孝
宏

村
山
　
敏
悦

髙
木
　
祐
治

加
藤
　
雄
一

小
林
　
正
次

片
桐
　
理
子

飯
野
　
恭
伸

豊
島
　
孝
宏

村
山
　
敏
悦

伊
勢
　
牧
子

髙
木
　
祐
治

加
藤
　
雄
一

事
務

局
長

田
口
由
美
子

田
口
由
美
子

田
口
由
美
子

後
藤
　
一
昭

後
藤
　
一
昭

事
務

局
員

櫻
井
　
正
志

岩
田
　
継
生

　
　
　
　
　
　
　
　
第
61
回
～
第
65
回
　
各
地
区
会
長
�（
◎
印
：
会
長
　
○
印
：
副
会
長
）

年
　

度
平

成
19

年
度

平
成

20
年

度
平

成
21

年
度

平
成

22
年

度
平

成
23

年
度

会
　

長
◎
渋
　
谷
　
光
　
夫
◎
千
　
葉
　
榮
　
一
◎
千
　
葉
　
榮
　
一
◎
鈴
　
木
　
弘
　
康
◎
鈴
　
木
　
弘
　
康

山
　

形
○
横
　
沢
　
正
　
巳
○
後
　
藤
　
一
　
昭
○
後
　
藤
　
一
　
昭
○
白
　
鳥
　
樹
一
郎
○
白
　
鳥
　
樹
一
郎

上
　

山
　
青
　
木
　
　
　
勝
　
柏
　
倉
　
善
　
三
　
大
　
沼
　
修
　
一
　
大
　
沼
　
修
　
一
　
神
　
谷
　
恒
　
司

東
村

山
　
井
　
上
　
正
　
信
○
熊
　
谷
　
宗
　
英
　
安
　
達
　
幸
　
司
　
村
　
形
　
啓
　
行
　
加
　
藤
　
高
　
志

西
村

山
○
荒
　
木
　
利
　
見
　
草
　
苅
　
和
　
男
　
草
　
苅
　
和
　
男
　
草
　
苅
　
和
　
男
○
草
　
苅
　
和
　
男

北
村

山
　
大
　
沼
　
廣
　
志
　
大
　
沼
　
廣
　
志
○
大
　
類
　
豊
太
郎
○
大
　
類
　
豊
太
郎
　
佐
　
藤
　
淳
　
一

最
　

上
○
山
　
村
　
明
　
徳
○
森
　
　
　
洋
　
一
○
森
　
　
　
洋
　
一
○
森
　
　
　
洋
　
一
○
齊
　
藤
　
　
　
渉

米
　

沢
　
丸
　
山
　
信
　
也
　
加
　
島
　
修
　
一
○
小
　
形
　
義
　
和
○
小
　
形
　
義
　
和
　
板
　
垣
　
正
　
明

東
置

賜
○
高
　
井
　
雄
　
司
　
大
　
澤
　
　
　
実
　
大
　
澤
　
　
　
実
　
大
　
澤
　
　
　
実
○
丸
　
山
　
信
　
也

西
置

賜
　
加
　
藤
　
孝
　
壽
○
東
海
林
　
和
　
夫
　
風
　
間
　
　
　
孝
　
大
道
寺
　
髙
　
明
　
鈴
　
木
　
雅
　
明

田
　

川
○
三
　
浦
　
愼
　
士
　
難
　
波
　
信
　
昭
○
難
　
波
　
信
　
昭
　
伊
　
藤
　
政
　
良
○
本
　
間
　
　
　
立

飽
　

海
　
齋
　
藤
　
辰
　
典
○
那
　
須
　
栄
　
一
　
田
　
中
　
利
　
明
○
浅
　
井
　
　
　
良
　
齋
　
藤
　
眞
里
子

会
員

数
32
4名

32
2名

31
7名

31
3名

30
4名

山
形

県
連

合
小

学
校

長
会

５
年

の
歩

み
発
行
日

平
成
24
年
12
月

発
　
行
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

山
形
市
木
の
実
町
12
-3
7

印
　
刷
中
央
印
刷
株
式
会
社

※
表

紙
写

真
「

維
新

軍
楽

隊
」（

村
山

）、
「

黒
森

少
年

歌
舞

伎
」（

庄
内

）、
「

平
小

獅
子

踊
り

」（
置

賜
）、

「
有

屋
少

年
番

楽
」（

最
上

）

第
63

回
 全

国
連

合
小

学
校

長
会

研
究

協
議

会
山

形
大

会
開

会
行

事

山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

５
 年

 の
 歩

 み
【
平
成
1
9
年（

61
回
）〜

2
3
年（

6
5
回
）
】

山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
　
第
65
回
記
念

山
形
県
連
合
小
学
校
長
会

20
12
.1
2
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1
　
県
連
小
５
年
の
歩
み
（
平
成
24
～
28
年
度
）　
　
　

　
　
平
成
２５
年
度
（
２０
１３
年
度
）
飯
野
恭
伸
会
長

第
６７
回
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会

６
月

２1
日

　
於

　
山

形
国

際
交

流
プ

ラ
ザ

　
　

米
沢

地
区

担
当

主
　
題

　
　

　
新

た
な

知
を

拓
き

人
間

性
豊

か
な

社
会

を
築

く日
本

人
の

育
成

を
目

指
す

小
学

校
教

育
の

推
進

　
　

　
　

　
　

　
　

　
―

誇
り

と
志

を
胸

に
、

と
も

に
夢

に
向

か
う

、
い

の
ち

輝
く

子
ど

も
を

育
て

る
学

校
経

営
―

研
　
修

　
　

　
演

題
「

日
本

の
太

陽
系

探
査

～
「さ

き
が

け
」

か
ら

「は
や

ぶ
さ

」
ま

で
～

」

　
　

　
　

　
　

講
師

　
上

杉
邦

憲
　

氏
（

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

名
誉

教
授

・
上

杉
家

第
1７

代
当

主
）

分
科
会
研
究
協
議

　
　

　
　

第
１

分
科

会
（

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

）
　

「
 創

意
と

活
力

あ
ふ

れ
信

頼
さ

れ
る

学
校

づ
く

り
と

校
長

の
在

り
方

」
第

２
分

科
会

（
組

織
・

運
営

）
　

「
 学

校
経

営
ビ

ジ
ョ

ン
の

実
現

を
図

る
活

力
あ

る
学

校
運

営
と

校
長

の
在

り
方

」　
第

３
分

科
会

（
評

価
・

改
善

）
　

「
 学

校
評

価
・

人
事

評
価

を
生

か
し

た
学

校
づ

く
り

と
校

長
の

在
り

方
」

第
４

分
科

会
（

知
性

・
創

造
性

）
　

「
 調

和
の

と
れ

た
子

ど
も

を
育

む
教

育
課

程
の

創
造

と
校

長
の

在
り

方
」

第
５

分
科

会
（

豊
か

な
人

間
性

）
　

「
 絆

づ
く

り
を

通
し

て
豊

か
な

人
間

関
係

を
育

む
生

徒
指

導
と

校
長

の
在

り
方

」

第
７

分
科

会
（

研
究

・
研

修
）

　
「

学
校

の
教

育
力

向
上

を
図

る
現

職
教

育
と

校
長

の
在

り
方

」
第

９
分

科
会

（
学

校
安

全
）

　
「

命
を

守
る

健
康

・
安

全
教

育
の

推
進

と
校

長
の

在
り

方
」

第
10

分
科

会
（

健
全

育
成

）
　

「
 児

童
の

健
全

育
成

及
び

危
機

管
理

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」
第

11
分

科
会

（
健

康
・

環
境

）
　「

未
来

を
拓

く
力

を
育

て
る

教
育

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」
第

1２
分

科
会

（
自

立
と

社
会

性
）

　
「

 自
立

を
図

り
社

会
性

を
育

て
る

教
育

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」

※
 第

６
（

社
会

形
成

力
）・

第
８

（
リ

ー
ダ

ー
育

成
）・

第
13

（
連

携
・

接
続

）
の

各
分

科
会

は
開

か
れ

な
か

っ
た

。

　
と
も
に
経
営
力
を
高
め
合
い
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

　
　

　
 

会
長

　
飯

　
野

　
恭

　
伸

　

　
私

た
ち

校
長

に
は

高
い

経
営

力
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
１

つ
は

、
健

全
な

フ
ォ

ロ
ワ

ー
シ

ッ
プ

の
醸

成
で

す
。

的
確

に
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
す

る
に

は
、

健
全

な
フ

ォ
ロ

ワ
ー

シ
ッ

プ
の

醸
成

が
肝

要
と

言
わ

れ
ま

す
。

２
つ

は
、

安
心

・
安

全
・

安
定

で
す

。
学

校
は

安
心

・
安

全
で

あ
る

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
、

安
定

し
て

い
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

地
に

し
っ

か
り

足
を

付
け

継
続

性
と

安
定

感
を

大
切

に
し

た
学

校
づ

く
り

に
努

め
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

す
。

３
つ

は
、

変
え

る
部

分
と

変
え

て
は

な
ら

な
い

部
分

の
峻

別
で

す
。

学
校

は
変

わ
る

部
分

に
ば

か
り

目
が

行
き

が
ち

で
し

た
。

こ
れ

か
ら

の
学

校
づ

く
り

で
は

、
何

を
残

し
、

何
を

無
く

し
、

何
を

減
ら

し
、

何
を

変
え

て
い

く
の

か
と

い
う

明
確

な
区

別
、

見
極

め
が

肝
要

で
す

。
そ

の
た

め
に

は
社

会
の

変
化

、
時

代
の

変
化

、
子

ど
も

達
の

状
況

に
即

し
、

そ
し

て
限

ら
れ

た
時

間
の

中
で

何
に

ど
こ

に
価

値
を

見
出

し
て

い
く

の
か

と
い

う
自

ら
の

学
校

の
教

育
活

動
へ

の
価

値
付

け
が

大
事

な
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

こ
れ

か
ら

は
一

層
の

教
育

活
動

の
見

直
し

と
、

重
点

化
が

求
め

ら
れ

ま
す

。（
大

会
要

項
よ

り
抜

粋
）

（
7
）　

1
　
県
連
小
５
年
の
歩
み（
平
成
24
～
28
年
度
）

　
　
平
成
２４
年
度
（
２０
１２
年
度
）
江
口
照
芳
会
長

第
６６
回
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会

６
月

８
日

　
於

　
山

形
国

際
交

流
プ

ラ
ザ

　
　

北
村

山
地

区
担

当

主
　
題

　
　

　
新

し
い

時
代

を
拓

き
心

豊
か

に
た

くま
しく

生
き

る
日

本
人

の
育

成
を

目
指

す
小

学
校

教
育

の
推

進

　
　

　
　

　
　

　
　

　
―

誇
り

と
志

を
胸

に
、

と
も

に
夢

に
向

か
う

、
命

輝
く

子
ど

も
を

育
て

る
学

校
経

営
―

研
　
修

　
　

　
演

題
「

心
に

ひ
び

く
メ

ロ
デ

ィ
ー

を
求

め
て

」 
 　

講
師

　
若

草
　

恵
　

氏
（

作
曲

・
編

曲
家

）

分
科
会
研
究
協
議

　
　

　
　

第
１

分
科

会
（

学
校

経
営

）
　

「
新

し
い

時
代

に
対

応
す

る
特

色
あ

る
学

校
経

営
」

第
２

分
科

会
（

教
育

課
程

）
　

「
生

き
る

力
を

は
ぐ

く
む

創
意

あ
る

教
育

課
程

」　
第

３
分

科
会

（
現

職
教

育
）

　
「

 時
代

の
要

請
に

応
え

、
教

員
の

意
識

改
革

を
促

し
教

育
力

を
高

め
る

現
職

教
育

」
第

４
分

科
会

（
生

徒
指

導
）

　
「

 豊
か

な
関

わ
り

の
中

で
、

共
に

生
き

る
力

を
育

て
る

生
徒

指
導

」

第
５

分
科

会
（

人
権

教
育

）
　

「
一

人
一

人
の

命
や

体
・

心
を

尊
重

す
る

人
権

教
育

」
第

６
分

科
会

（
健

康
・

安
全

教
育

）
　

「
 健

や
か

で
心

身
と

も
に

た
く

ま
し

い
子

ど
も

を
育

て
る

健
康

・
安

全
教

育
」

第
７

分
科

会
（

情
報

教
育

）
　

「
 情

報
活

用
能

力
の

育
成

と
学

校
の

情
報

化
を

推
進

す
る

情
報

教
育

」
第

８
分

科
会

（
国

際
理

解
・

環
境

教
育

）
　

「
社

会
や

自
然

の
変

化
に

対
応

す
る

国
際

理
解

・
環

境
教

育
」

　
と
も
に
希
望
を
語
り
、
夢
に
向
か
う
学
校
づ
く
り
を

　
　

　
―

―
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
図
り
な
が
ら

―
―

 
会

長
　

江
　

口
　

照
　

芳
　

　
昨

年
10

月
に

開
催

い
た

し
ま

し
た

第
63

回
全

国
連

合
小

学
校

長
会

山
形

大
会

で
は

研
究

主
題

の
理

念
を

更
に

推
し

進
め

る
こ

と
を

目
指

し
て

、
副

主
題

を
「

誇
り

と
志

を
胸

に
、

と
も

に
夢

に
向

か
う

い
の

ち
輝

く
子

ど
も

を
育

て
る

学
校

経
営

」
と

設
定

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

の
明

確
化

な
ど

学
校

経
営

の
責

任
者

で
あ

る
校

長
の

役
割

を
明

ら
か

に
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

本
県

校
長

会
の

総
力

を
挙

げ
た

温
か

な
対

応
と

丁
寧

な
情

報
提

供
な

ど
、

多
く

の
成

果
と

と
も

に
山

形
ら

し
さ

を
発

信
で

き
た

も
の

と
確

信
し

て
お

り
ま

す
。

 今
年

度
は

、
昨

年
度

全
面

実
施

さ
れ

た
新

学
習

指
導

要
領

の
も

と
、

魅
力

あ
る

教
育

課
程

の
編

成
、

実
施

評
価

、
改

善
を

さ
ら

に
推

進
す

る
こ

と
や

教
職

員
の

資
質

能
力

の
向

上
や

組
織

の
活

性
化

な
ど

、
創

意
あ

る
学

校
づ

く
り

を
一

層
進

め
て

い
く

こ
と

が
肝

要
で

あ
り

ま
す

。
　

私
た

ち
は

、
現

状
を

踏
ま

え
、

未
来

に
夢

と
希

望
を

持
ち

た
く

ま
し

く
生

き
る

子
ど

も
の

育
成

を
目

指
し

、
総

力
を

挙
げ

て
課

題
解

決
に

努
め

県
民

の
信

託
に

応
え

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

校
長

は
自

ら
の

使
命

を
自

覚
し

経
営

力
を

高
め

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
し

、
家

庭
・

地
域

か
ら

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り

に
一

層
努

め
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
　

ま
た

本
県

に
お

い
て

は
第

５
次

山
形

県
教

育
振

興
計

画
後

期
プ

ラ
ン

の
２

年
目

と
な

り
、

い
の

ち
の

教
育

を
根

底
に

据
え

変
化

す
る

時
代

を
主

体
的

に
生

き
抜

く
力

の
育

成
に

鋭
意

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。

そ
し

て
、

平
成

14
年

か
ら

全
国

に
先

駆
け

て
実

施
し

て
き

ま
し

た
“教

育
山

形
さ

ん
さ

ん
プ

ラ
ン

”に
つ

い
て

は
、

昨
年

度
中

学
校

３
年

生
ま

で
拡

充
し

、
学

力
の

向
上

、
不

登
校

児
童

生
徒

数
の

減
少

な
ど

多
方

面
か

ら
高

い
評

価
を

得
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
現

在
、

再
構

築
会

議
に

お
い

て
検

証
、

議
論

さ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
各

学
校

に
お

い
て

は
引

き
続

き
少

人
数

を
生

か
し

た
授

業
改

善
と

き
め

細
か

な
指

導
を

一
層

推
進

し
て

い
き

た
い

も
の

で
あ

り
ま

す
。（

大
会

要
項

よ
り

抜
粋

）

広
報
担
当

〈
平
成
28
年
度『
研
究
紀
要
』
に
掲
載：
Ｈ
29
.2
.1
.発
行
〉

－71－



1
　
県
連
小
５
年
の
歩
み
（
平
成
24
～
28
年
度
）　
　
　

　
　
平
成
２７
年
度
（
２０
１５
年
度
）
髙
木
祐
治
会
長

第
６９
回
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会

６
月

1２
日

　
於

　
山

形
国

際
交

流
プ

ラ
ザ

　
　

西
村

山
地

区
担

当

主
　
題
　
　

　
新

た
な

知
を

拓
き

人
間

性
豊

か
な

社
会

を
築

く日
本

人
の

育
成

を
目

指
す

小
学

校
教

育
の

推
進

　
　

　
　

　
　

　
　

　
―

夢
と

希
望

を
も

ち
　

共
に

未
来

を
拓

く
　

い
の

ち
輝

く
子

ど
も

を
育

て
る

学
校

経
営

―

研
　
修
　
　

　
演

題
「

人
間

性
豊

か
な

社
会

を
築

く
　

オ
ペ

ラ
的

な
生

き
方

」

　
　

　
　

　
　

講
師

　
熊

谷
眞

一
　

氏
（

シ
ベ

ー
ル

社
特

別
顧

問
）

分
科
会
研
究
協
議

　
　

　
　

第
１

分
科

会
（

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

）
　

「
 夢

や
希

望
を

育
む

活
力

に
満

ち
た

学
校

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

と
校

長
の

在
り

方
」

第
２

分
科

会
（

組
織

・
運

営
）

　
「

活
力

あ
る

組
織

・
運

営
の

実
現

と
校

長
の

在
り

方
」　

第
３

分
科

会
（

評
価

・
改

善
）

　
「

 学
校

評
価

・
人

事
評

価
を

生
か

し
た

学
校

づ
く

り
と

校
長

の
在

り
方

」
第

４
分

科
会

（
知

性
・

創
造

性
）

　
「

 調
和

の
と

れ
た

子
ど

も
を

育
む

教
育

課
程

の
工

夫
と

校
長

の
在

り
方

」
第

５
分

科
会

（
豊

か
な

人
間

性
）

　
「

 絆
づ

く
り

を
通

し
て

豊
か

な
人

間
関

係
を

育
む

教
育

活
動

づ
く

り
と

校
長

の
在

り
方

」

第
６

分
科

会
（

研
究

・
研

修
）

　
「

 担
任

力
を

高
め

る
校

内
研

究
体

制
の

構
築

と
校

長
の

在
り

方
」

第
７

分
科

会
（

学
校

安
全

）
　

「
命

を
守

る
安

全
教

育
の

推
進

と
校

長
の

在
り

方
」

第
８

分
科

会
（

健
全

育
成

）
　

「
 児

童
の

健
全

育
成

及
び

危
機

管
理

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」
第

９
分

科
会

（
自

立
と

社
会

性
）

　
「

 自
立

を
図

り
社

会
性

を
育

て
る

教
育

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」
第

10
分

科
会

（
連

携
・

接
続

）
　

「
家

庭
・

地
域

と
の

連
携

・
接

続
の

推
進

と
校

長
の

在
り

方
」

　
新
た
な
副
主
題
の
も
と
県
連
小
研
究
協
議
会
の
発
展
を
願
っ
て

　
　

　
 

会
長

　
髙

　
木

　
祐

　
治

　

　
今

年
度

よ
り

、
県

連
小

研
究

協
議

会
は

「
夢

と
希

望
を

も
ち

　
共

に
未

来
を

拓
く

　
い

の
ち

輝
く

子
ど

も
を

育
て

る
学

校
経

営
」

と
い

う
新

し
い

副
主

題
の

も
と

、
実

施
す

る
こ

と
と

な
り

ま
し

た
。

一
昨

年
前

、
今

研
究

協
議

会
の

主
幹

地
区

で
あ

り
ま

す
西

村
山

地
区

校
長

会
を

中
心

に
新

し
い

副
主

題
に

つ
い

て
検

討
を

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

現
在

の
社

会
状

況
と

未
来

を
生

き
る

子
ど

も
達

に
期

待
さ

れ
る

力
、

学
校

教
育

の
中

で
子

ど
も

達
に

育
む

べ
き

力
に

つ
い

て
話

し
合

い
、

全
連

小
主

題
を

受
け

、
５

教
振

か
ら

「
い

の
ち

輝
く

」
を

受
け

継
ぎ

、
６

教
振

の
「

未
来

を
拓

く
」

を
受

け
、

検
討

を
し

て
参

り
ま

し
た

。
こ

う
し

た
こ

と
が

本
大

会
の

趣
旨

文
に

見
事

に
記

し
て

頂
い

た
と

思
い

ま
す

。
　

こ
の

新
し

い
副

主
題

は
平

成
２9

年
度

に
開

催
さ

れ
ま

す
第

5７
回

東
北

連
合

小
学

校
長

会
研

究
協

議
会

山
形

大
会

の
副

主
題

に
な

る
予

定
で

あ
り

ま
す

。
　

次
々

と
提

示
さ

れ
る

教
育

改
革

へ
の

対
応

は
、

子
ど

も
に

反
映

さ
れ

て
こ

そ
意

義
の

あ
る

取
り

組
み

で
あ

る
と

言
え

ま
す

。
子

ど
も

も
教

師
も

意
欲

的
に

取
り

組
む

教
育

活
動

の
実

現
を

目
指

し
、

積
極

的
な

提
言

と
情

報
交

換
を

通
し

て
学

校
経

営
の

方
策

を
得

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。（
大

会
要

項
よ

り
抜

粋
）

（
9
）　

　
　
平
成
２６
年
度
（
２０
１４
年
度
）
荒
澤
賢
雄
会
長

第
６８
回
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会

６
月

13
日

　
於

　
山

形
国

際
交

流
プ

ラ
ザ

　
　

飽
海

地
区

担
当

主
　
題

　
　

　
新

た
な

知
を

拓
き

人
間

性
豊

か
な

社
会

を
築

く日
本

人
の

育
成

を
目

指
す

小
学

校
教

育
の

推
進

　
　

　
　

　
　

　
　

　
―

誇
り

と
志

を
胸

に
、

と
も

に
夢

に
向

か
う

、
い

の
ち

輝
く

子
ど

も
を

育
て

る
学

校
経

営
―

研
　
修

　
　

　
演

題
「

い
ま

、
日

本
を

読
む

」 

　
　

　
　

　
　

講
師

　
佐

高
　

信
　

氏
（『

週
間

金
曜

日
』

編
集

委
員

・
発

行
人

）

分
科
会
研
究
協
議

　
　

　
　

第
１

分
科

会
（

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

）
　

「
 夢

や
希

望
を

育
む

活
力

に
満

ち
た

学
校

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

と
校

長
の

在
り

方
」

第
２

分
科

会
（

組
織

・
運

営
）

　
「

 学
校

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

の
実

現
を

図
る

活
力

あ
る

学
校

運
営

と
校

長
の

在
り

方
」　

第
３

分
科

会
（

評
価

・
改

善
）

　
「

 学
校

評
価

・
人

事
評

価
を

生
か

し
た

学
校

づ
く

り
と

校
長

の
在

り
方

」
第

４
分

科
会

（
知

性
・

創
造

性
）

　
「

 調
和

の
と

れ
た

子
ど

も
を

育
む

教
育

課
程

の
創

造
と

校
長

の
在

り
方

」
第

５
分

科
会

（
豊

か
な

人
間

性
）

　
「

 絆
づ

く
り

を
通

し
て

豊
か

な
人

間
関

係
を

育
む

教
育

活
動

づ
く

り
と

校
長

の
在

り
方

」

第
６

分
科

会
（

研
究

・
研

修
）

　
「

 担
任

力
を

高
め

る
校

内
研

究
体

制
の

構
築

と
校

長
の

在
り

方
」

第
７

分
科

会
（

学
校

安
全

）
　

「
命

を
守

る
健

康
・

安
全

教
育

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」
第

８
分

科
会

（
健

全
育

成
）

　
「

 児
童

の
健

全
育

成
及

び
危

機
管

理
の

推
進

と
校

長
の

在
り

方
」

第
９

分
科

会
（

健
康

・
環

境
）

　
「

未
来

を
拓

く
力

を
育

て
る

教
育

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」
第

10
分

科
会

（
連

携
・

接
続

）
　

「
家

庭
・

地
域

と
の

連
携

・
接

続
の

推
進

と
校

長
の

在
り

方
」

　
確
か
な
学
校
経
営
と
、
組
織
力
の
発
揮
を

　
　

　
 

会
長

　
荒

　
澤

　
賢

　
雄

　

　
私

達
は

、
現

在
の

教
育

改
革

の
動

向
を

単
に

注
視

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
確

固
た

る
考

え
・

主
張

を
持

っ
て

対
応

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

い
わ

ば
学

校
経

営
の

専
門

家
集

団
と

し
て

の
発

信
力

・
提

言
力

が
問

わ
れ

て
い

る
と

言
っ

て
も

過
言

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
転

じ
て

、
県

内
の

教
育

現
場

に
目

を
向

け
る

と
、

一
昨

年
度

か
ら

体
罰

問
題

と
い

じ
め

の
問

題
が

大
き

く
取

り
上

げ
ら

れ
ま

し
た

。
ま

た
、

県
内

に
お

い
て

、
命

の
尊

さ
と

危
機

管
理

の
難

し
さ

を
考

え
さ

せ
ら

れ
る

事
案

も
発

生
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。

私
達

は
、

子
ど

も
を

人
と

し
て

大
切

に
す

る
と

い
う

人
間

尊
重

の
精

神
を

基
盤

に
据

え
な

が
ら

、
子

ど
も

の
命

を
守

り
、

よ
り

安
全

で
安

心
な

学
校

を
目

指
し

て
、

真
摯

に
取

り
組

ん
で

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

　
特

に
、

子
ど

も
の

尊
厳

と
命

を
守

る
た

め
に

は
、

校
長

は
、

あ
ら

ゆ
る

こ
と

に
対

し
て

覚
悟

を
も

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
肝

要
で

す
。

あ
え

て「
覚

悟
」と

い
う

言
葉

を
つ

か
わ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

こ
れ

ま
で

も
、

校
長

に
は「

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

」
や

「
ぶ

れ
な

い
姿

勢
」、

「
凛

と
し

た
姿

」
等

が
望

ま
れ

て
き

ま
し

た
。

今
こ

そ
、

子
ど

も
の

尊
厳

と
命

を
守

る
た

め
「

校
長

と
し

て
の

覚
悟

」
を

子
ど

も
達

に
、

教
職

員
に

、
保

護
者

や
地

域
の

方
々

に
明

確
に

示
し

、
県

民
の

負
託

と
信

頼
に

応
え

る
確

か
な

学
校

経
営

を
推

進
し

て
い

き
た

い
も

の
で

す
。（

大
会

要
項

よ
り

抜
粋

）

　（
8
）

－72－



1
　
県
連
小
５
年
の
歩
み
（
平
成
24
～
28
年
度
）　
　
　

こ
の
５
年
間
の
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
役
員
（
○
は
副
会
長
）

年
　
度

２４
年
度

２５
年
度

２６
年
度

２７
年
度

２８
年
度

会
長

　
江

口
　

照
芳

　
飯

野
　

恭
伸

　
荒

澤
　

賢
雄

　
髙

木
　

祐
治

　
田

中
　

利
幸

山
形

○
山

口
　

吉
則

 
　

渡
部

　
和

生
○

荒
澤

　
賢

雄
 

　
酒

井
　

智
子

○
酒

井
　

智
子

 
　

田
中

　
　

淳
○

渋
間

　
淳

一
 

  松
澤

　
　

哲
○

黒
木

　
佳

昭

上
山

○
神

谷
　

恒
司

 
　

池
野

　
　

仁
　

池
野

　
　

仁
　

三
條

　
義

昭
　

三
條

　
義

昭
　

吉
田

　
康

之

東
村
山

　
大

泉
　

　
徹

○
塩

野
　

　
譲

 
　

庄
司

　
健

二
　

庄
司

　
健

二
　

山
澤

　
　

勉
　

青
柳

由
起

子

西
村
山

　
板

坂
　

憲
助

　
板

坂
　

憲
助

　
板

坂
　

憲
助

○
菊

地
　

宏
哉

 
　

児
玉

　
康

子
○

菊
地

　
宏

哉

北
村
山

　
佐

藤
　

淳
一

　
佐

藤
　

淳
一

○
佐

藤
　

淳
一

 
　

元
木

　
正

史
　

元
木

　
正

史
　

細
梅

　
雅

弘

最
上

○
中

嶋
　

晴
之

 
　

阿
部

　
敏

彦
○

沼
澤

　
　

稔
 

　
阿

部
　

敏
彦

○
高

野
　

　
博

 
　

伊
東

　
　

守
○

高
野

　
　

博
 

　
伊

東
　

　
守

○
高

野
　

　
博

米
沢

　
板

垣
　

正
明

　
山

口
　

和
夫

　
 須

崎
　

登
志

○
辻

　
　

雅
人

 
　

樋
口

　
哲

弘
　

遠
藤

　
　

誠

東
置
賜

○
丸

山
　

信
也

 
　

髙
橋

　
正

幸
　

髙
橋

　
正

幸
　

 島
津

　
正

道
　

島
津

　
正

道
○

長
濱

　
洋

美

西
置
賜

　
熊

野
　

昌
明

○
平

田
　

　
裕

 
　

大
村

　
亨

夫
○

平
田

　
　

裕
 

　
 大

村
　

亨
夫

　
鈴

木
　

雄
次

　
遠

藤
　

倫
夫

田
川

　
本

間
　

　
立

○
矢

口
　

研
一

 
　

五
十

嵐
良

克
　

 矢
口

　
研

一
○

本
田

　
　

淳
 

　
 五

十
嵐

良
克

　
本

田
　

　
淳

飽
海

○
畠

中
　

善
之

 
　

佐
藤

　
　

弘
  本

間
　

茂
希

○
池

田
　

公
夫

 
  加

藤
　

博
之

　
小

松
　

恒
彦

○
松

本
　

克
則

担
当
理
事

学
校
経
営

板
坂

憲
助

学
校
経
営

板
坂

憲
助

学
校
経
営

元
木

正
史

生
徒
指
導

元
木

正
史

生
徒
指
導

 細
梅

雅
弘

調
査
研
究

板
垣

正
明

調
査
研
究

本
間

茂
希

調
査
研
究

板
坂

憲
助

研
　
　
修

鈴
木

雄
次

研
　
　
修

青
柳

由
起

子
幹
事
長

飯
野

　
恭

伸
豊

島
　

孝
宏

髙
木

　
祐

治
田

中
　

利
幸

髙
橋

　
　

禎

幹
事

伊
勢

　
牧

子
伊

勢
　

牧
子

田
中

　
利

幸
最

上
　

博
之

田
所

　
昭

裕
田

中
　

利
幸

田
中

　
利

幸
加

藤
　

雄
一

池
田

　
友

子
日

髙
　

伸
哉

酒
井

　
智

子
髙

木
　

祐
治

松
澤

　
　

哲
田

所
　

昭
裕

大
沼

　
　

篤
豊

島
　

孝
宏

高
橋

　
政

吉
最

上
　

博
之

日
髙

　
伸

哉
瀧

浪
　

　
敦

加
藤

　
雄

一
加

藤
　

雄
一

池
田

　
友

子
大

沼
　

　
篤

小
松

　
和

彦
髙

木
　

祐
治

松
澤

　
　

哲
田

所
　

昭
裕

髙
橋

　
　

禎
遠

藤
　

光
男

事
務
局
長

後
藤

　
一

昭
後

藤
　

一
昭

後
藤

　
一

昭
後

藤
　

一
昭

後
藤

　
一

昭

こ
の
５
年
間
の
教
育
に
関
す
る
主
な
出
来
事

年
度

山
形
県
の
教
育

日
本
の
教
育
な
ど

20
12

平
成
２４

○
県

立
酒

田
光

陵
高

等
学

校
開

校
○

新
学

習
指

導
要

領
全

面
実

施
○

教
育

山
形

「
さ

ん
さ

ん
」

プ
ラ

ン
再

構
築

会
議

に
よ

り
見

直
し

○
 大

津
市

の
中

学
生

い
じ

め
自

殺
に

係
る

い
じ

め
対

応
緊

急
調

査
な

ど
一

連
の

○
県

立
特

別
支

援
学

校
再

編
・

整
備

計
画

策
定

　
対

応
○

「
や

ま
が

た
教

育
の

日
」「

い
の

ち
輝

く
７

つ
の

約
束

」
の

制
定

○
中

央
教

育
審

議
会

「
共

生
社

会
の

形
成

に
向

け
た

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
シ

　
ス

テ
ム

の
構

築
の

た
め

の
特

別
支

援
教

育
の

推
進

」（
報

告
）

20
13

平
成
２５

○
県

立
楯

岡
特

別
支

援
学

校
開

校
○

い
じ

め
防

止
対

策
推

進
法

　
施

行
○

第
２

次
山

形
県

特
別

支
援

教
育

推
進

プ
ラ

ン
策

定
○

学
校

教
育

法
施

行
令

　
改

正
（

障
が

い
の

あ
る

児
童

生
徒

の
就

学
先

の
仕

組
○

「
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

授
業

づ
く

り
　

み
の

変
更

）
　

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
作

成
　

全
教

職
員

に
配

付
○

 「
体

罰
等

の
根

絶
と

児
童

生
徒

理
解

に
基

づ
く

指
導

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

作
成

○
山

形
県

環
境

教
育

指
針

策
定

20
14

平
成
２６

○
県

立
村

山
特

別
支

援
学

校
山

形
校

開
校

○
 地

方
教

育
行

政
の

組
織

及
び

運
営

に
関

す
る

法
律

の
一

部
改

正
す

る
法

律
公

布
（

地
方

教
育

行
政

に
お

け
る

責
任

体
制

の
明

確
化

、
地

方
公

共
団

体
の

長
と

教
育

委
員

会
と

の
連

携
の

強
化

等
）

○
県

立
村

山
特

別
支

援
学

校
天

童
校

開
校

○
県

立
楯

岡
特

別
支

援
学

校
寒

河
江

校
開

校
○

県
立

米
沢

養
護

学
校

長
井

校
開

校
○

中
央

教
育

審
議

会
「

新
し

い
時

代
に

ふ
さ

わ
し

い
高

大
接

続
の

実
現

」
に

向
○

山
形

県
い

じ
め

防
止

基
本

方
針

策
定

　
け

た
高

等
学

校
教

育
・

大
学

教
育

・
大

学
入

学
者

選
抜

の
一

体
改

革
に

つ
い

○
県

立
高

校
の

将
来

の
在

り
方

検
討

委
員

会
か

ら
「

社
会

の
変

化
に

　
て

」　
答

申
　

対
応

し
た

県
立

高
校

の
将

来
の

在
り

方
に

つ
い

て
報

告
書

」
提

出
○

県
立

高
校

再
編

整
備

基
本

計
画

の
ス

タ
ー

ト

20
15

平
成
２７

○
第

６
次

山
形

県
教

育
振

興
計

画
ス

タ
ー

ト
○

中
央

教
育

審
議

会
「

大
学

設
置

基
準

等
の

改
正

に
つ

い
て

」
答

申
○

探
究

科
等

新
学

科
設

置
及

び
普

通
科

活
性

化
に

係
る

検
討

委
員

会
○

公
職

選
挙

法
改

正
に

伴
い

、
選

挙
権

年
齢

が
満

1８
歳

以
上

に
引

き
下

げ
　

か
ら

「
探

究
科

等
新

学
科

設
置

及
び

普
通

科
活

性
化

に
つ

い
て

報
○

ス
ポ

ー
ツ

庁
創

設
　

告
書

」
提

出
○

県
立

楯
岡

特
別

支
援

学
校

大
江

校
開

校
○

県
立

鶴
岡

養
護

学
校

お
ひ

さ
ま

分
教

室
開

校
○

義
務

教
育

学
校

新
庄

市
立

萩
野

学
園

開
校

○
探

究
型

学
習

推
進

事
業

ス
タ

ー
ト

○
山

形
県

総
合

教
育

会
議

開
催

20
16

平
成
２８

○
教

職
員

評
価

制
度

本
格

実
施

○
障

が
い

者
差

別
解

消
法

　
施

行
○

県
立

東
桜

学
館

中
学

校
・

高
等

学
校

開
校

○
文

科
省

「
小

学
校

未
修

了
者

の
中

学
校

等
入

学
の

取
扱

に
つ

い
て

」
通

知

（
1
1
）　

　
　
平
成
２８
年
度
（
２０
１６
年
度
）
田
中
利
幸
会
長

第
７０
回
山
形
県
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会

６
月

10
日

　
於

　
山

形
国

際
交

流
プ

ラ
ザ

　
　

西
置

賜
地

区
担

当

主
　
題
　
　

　
新

た
な

知
を

拓
き

人
間

性
豊

か
な

社
会

を
築

く日
本

人
の

育
成

を
目

指
す

小
学

校
教

育
の

推
進

　
　

　
　

　
　

　
　

　
―

夢
と

希
望

を
も

ち
　

共
に

未
来

を
拓

く
　

い
の

ち
輝

く
子

ど
も

を
育

て
る

学
校

経
営

―

研
　
修
　
　
　

演
題

「
目

は
世

界
に

　
心

は
ふ

る
さ

と
　

―
次

の
世

代
に

何
を

伝
え

る
か

―
」

　
　

　
　

　
　

講
師

　
田

勢
康

弘
　

氏
（

ジ
ャ

ー
ナ

リ
ス

ト
）

分
科
会
研
究
協
議

　
　

　
　

第
１

分
科

会
（

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

）
　

「
 夢

や
希

望
を

育
む

活
力

に
満

ち
た

学
校

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

と
校

長
の

在
り

方
」

第
２

分
科

会
（

組
織

・
運

営
）

　
「

活
力

あ
る

組
織

・
運

営
の

実
現

と
校

長
の

在
り

方
」　

第
３

分
科

会
（

評
価

・
改

善
）

　
「

 学
校

評
価

・
人

事
評

価
を

生
か

し
た

学
校

づ
く

り
と

校
長

の
在

り
方

」
第

４
分

科
会

（
知

性
・

創
造

性
）

　
「

 調
和

の
と

れ
た

子
ど

も
を

育
む

教
育

課
程

の
工

夫
と

校
長

の
在

り
方

」
第

５
分

科
会

（
豊

か
な

人
間

性
）

　
「

 絆
づ

く
り

を
通

し
て

豊
か

な
人

間
関

係
を

育
む

教
育

活
動

づ
く

り
と

校
長

の
在

り
方

」

第
６

分
科

会
（

研
究

・
研

修
）

　
「

 担
任

力
を

高
め

る
校

内
研

究
・

研
修

体
制

の
構

築
と

校
長

の
在

り
方

」
第

７
分

科
会

（
学

校
安

全
）

　
「

命
を

守
る

安
全

教
育

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」
第

８
分

科
会

（
健

全
育

成
）

　
「

 児
童

の
健

全
育

成
及

び
危

機
管

理
の

推
進

と
校

長
の

在
り

方
」

第
９

分
科

会
（

健
康

・
環

境
）

　
「

 未
来

を
生

き
る

力
を

育
て

る
健

康
教

育
・

環
境

教
育

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」
第

10
分

科
会

（
自

立
と

社
会

性
）

　
「

 自
立

を
図

り
社

会
性

を
育

て
る

教
育

の
推

進
と

校
長

の
在

り
方

」

　
学
校
経
営
を
学
び
合
い
、
共
に
未
来
を
拓
く
学
校
づ
く
り
を

　
　

　
 

会
長

　
田

　
中

　
利

　
幸

　

　
昨

年
1２

月
の

中
央

教
育

審
議

会
は

、「
こ

れ
か

ら
の

学
校

教
育

を
担

う
教

員
の

資
質

能
力

の

向
上

に
つ

い
て

」
と

題
す

る
答

申
を

提
出

し
ま

し
た

。
そ

の
中

で
、

大
量

退
職

・
大

量
採

用
に

よ
る

年
齢

や
経

験
年

数
の

不
均

衡
を

背
景

に
「

教
員

は
学

校
で

育
つ

」
と

の
考

え
の

下
、「

学

び
続

け
る

教
員

像
」

を
掲

げ
て

い
ま

す
。

学
習

指
導

要
領

の
改

訂
に

伴
う

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

視
点

か
ら

の
授

業
改

善
、

道
徳

教
育

の
充

実
、

外
国

語
教

育
の

早
期

化
・

教
科

化
、

チ
ー

ム
と

し
て

の
学

校
な

ど
が

矢
継

ぎ
早

に
打

ち
出

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

う
し

た
教

育
改

革
の

波
が

押
し

寄
せ

て
い

る
状

況
の

中
、

新
た

な
教

育
課

題
に

対
応

し
た

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
を

磨
く

た
め

に
、

私
た

ち
校

長
も

同
様

に
学

び
続

け
な

く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
自

ら
の

意
思

で
研

鑽
を

積
む

た
め

に
集

い
、

情
報

交
換

を
通

し
て

進
む

べ
き

方
向

性
を

探
っ

て
い

く
。「

校
長

は
県

連
小

で
育

つ
」

と

言
え

る
よ

う
、

組
織

力
を

生
か

し
、

学
び

続
け

る
校

長
を

支
え

る
県

連
小

で
あ

り
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

 
（

大
会

要
項

よ
り

抜
粋

）

　（
1
0
）
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立ち位置確かに、足場を強く

鈴　木　弘　康

山形大会実行委員長

　３．１１。いろんなことが自分の手に負えなくなりました。

　５月２０日やっと集まった東北理事会、「こういう時だからこそやるべき！」のエールにど

れだけ勇気づけられたことか。

　各会長に登壇願い、グループ討議の進行役を東北会員に担って頂くなど、大会運営の根幹

に「東北は一つ」を据えることができました。

　山形大会は、主題究明という目的に加え、東日本大震災からの復興を掲げることで、記憶

と歴史に刻まれた大会としての「立ち位置」を得ることができました。

　大会前夜は、映画『おくりびと』のチェロ演奏で始まりました。あまりに多くを失ったわ

たしたちは、英題である『Departures』に深く「出発」の意味を感じていたのです。フィナー

レは『Stand alone』。すべてが颯爽として目的に向かっていた時代に今をダブらせ、坂の上

にかかる「一朶の雲」をめざして巨熊ロシアに立ち向かった秋山たちの気概への憧れです。

何せ、会場は築４６年の風雪に耐えてきた山形県体育館、「貧乏を常と思えば不足なし」、耐え

る「おしん」の県での開催なのですから。

　大きなものを失った時、人は根源的なものに糸口を見つけようとするものです。自分たち

が大切にしてきたことや目指すべきことなど。わたしたちは集まることで勇気を得て、声に

することでわかり合ってきました。そうして「希望の種」を蒔き育てていったのです。支え

ていただいた４年間、一つひとつに感謝です。

　これからは、ここに掲載する写真を見ては思い出にひたるのもよし、熱い思いを呼び起こ

すのもよし。

　「誇り」が少しずつ「思い出」に変わっていく時間を愉しみましょうか。

－1－

成果と思いをこれからも受け継いで

荒　澤　賢　雄

山形県連合小学校長会長

　全連小山形大会３周年、誠におめでとうございます。東日本大震災から７カ月後、一日も

早い復興への願いを掲げ、「東北は一つ」を改めて確認し合った大会だったと思います。また、

山形の校長先生方が、全国から参集された校長先生方を温かな対応と丁寧な情報提供で人情

味溢れた「おもてなしの心」を発揮された大会でもありました。

　私は、平成２０・２１年度の２年間、県連小幹事として山形大会の準備に携わらせていただき

ましたが、大会開催年度は山形市教委在籍となっていました。幸いにも大会当日、開催市の

学校教育課長として開会行事に来賓として参加できたことは嬉しい限りでした。ご苦労され

た校長先生方と心地良い汗を共に流すことができない後ろめたさを少々感じましたが、全国

の三千人もの校長を束ねている山形の校長先生方の背中が頼もしく、そして大きく見えたこ

とを覚えています。

　大成功裏に終了した山形大会で合言葉とされた「立ち位置確かに、足場を強く」という考

え方は、これまでにないスピードで進められている現在の教育改革の中でこそ大事にしたい

スタンスであると強く感じております。これからも全連小山形大会の成果と思いを受け継い

でいくことをお誓い申し上げ、３周年のお祝いの言葉といたします。

－2－

目　　　次

■中　　表　　紙　　──「一朶の会」　全連小山形大会三周年記念の集い──

■あ　い　さ　つ

　「立ち位置確かに、足場を強く」

　　　　　　　　　　　　　　　　山形大会実行委員長　　鈴　木　弘　康　��　１

　「成果と思いをこれからも受け継いで」
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■事務局運営会議委員「思い出の記」　������������������　３～１４

■事務局運営会議「会議録」　����������������������　１５～４７

　　・平成２２年９月２２日～平成２４年２月１０日

■写真で見る全連小山形大会

　⑴　山形大会までの取り組み　��������������������　４９～５４

　　　　・５０年前の全連小山形大会

　　　　・香川（Ｈ２０）・熊本（Ｈ２１）・北海道大会（Ｈ２２）に参加して

　⑵　山形大会実行委員会の取り組み（Ｈ２３年度）　������������　５５～６６

　⑶　大会当日（平成２３年１０月２０日～２１日）のスナップ　���������　６７～８７

■全連小山形大会大綱・規約・組織・歩み・日程　������������ ８９～１０８

■東日本大震災の記録　����������������������� �１０９～１１７

■後書きにかえて　　　　　　　　　　　県連小事務局長　後　藤　一　昭　　　　　

■付録：全連小山形大会　ＤＶＤ

　「３・１１東日本大震災の影響は、いかがですか？」
　「大変でしたね。山形県の地震の被害はどうでしたか。」
　そして、「全連小山形大会は、本当に実施できるのですか？」
　平成23年４月、新学期が始まると、全国の小学校長会事務局や参加予定の校長先生方から、
毎日のように問い合わせの電話を受けました。又、岩手・宮城・福島の被災３県は、県内校長
会の組織づくりもできず、新年度の第１回理事会をいつ開催するかもわからない本当に苦しい
現状でした。
　しかし、そういう未曾有の大きな試練にも、東北の校長先生方は耐え抜きました。
　５月2１日、大手門パルズで開催した東北連小理事会で「こういう時だからこそ、東北の山形
で全国大会を実施する！」という決議をしました。そして、鈴木弘康東北連小会長は「右手で
山形大会を進めるとき時、左手で復興への願いを刻む年にしよう。これからも『東北は一つ』
を標榜し、さらに連帯感を深めていこう。」と締めくくりました。こんなに感激したことはあ
りませんでした。
　６月６日早朝、被災地の現状を把握するため車で仙台へ向かいました。高速道路の料金所は
撤去され、信号は電気が消え、すれ違う車は、警察・自衛隊・復旧作業のトラックばかり。仙
台空港・県立農業高・石巻女川港……ＴＶ映像しか知らない私は、360度に広がる津波の爪痕
を目の前にした時、言葉を失いました。涙をこらえるのが精一杯でした。名取市立閖上小では、
体育館一杯に、砂まみれになったランドセル・数々のアルバムや写真・卒業証書・ノート等々
が、コンテナにきちんと整理され、持ち主を探していました。ボランティアの方々のすごい力
を感じました。今後もずっとこの目で災害状況や復興の足跡を見つめていきたいと心に誓いま
した。
　山形大会を通して、これらたくさんのハードルを、皆さんと一緒に越えることができた事実
を『三周年記念誌』として発行しました。　
　鈴木弘康実行委員長の力強いリーダーシップのもとに参集した、山形大会事務局運営会議の
先生方、そして、東北の先生方に感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
　最後に、記念誌編集発行にあたり、微に入り細に入り、ご指導ご支援いただきました 中央
印刷株式会社 金子由二様に、心より御礼申し上げます。

後書きにかえて
後　藤　一　昭県連小事務局長

全連小山形大会３周年記念誌

平成２７年３月３１日発行

発行・編集：山 形 大 会 実 行 委 員 会
〒９９０－００４４ 山形市木の実町１２－３７　

大手門パルズ４階　　　
電話 ０２３－６３４－８５５５　

印　　　刷：中 央 印 刷 株 式 会 社

－74－



  
（

会
議

の
内

容
）

 

第
９

条
 

 
本

会
の

会
議

は
次

の
こ

と
が

ら
を

審
議

す
る

。
 

 
 

 
 

１
．

研
究

協
議

会
 

 
 

 
 

 
 

 
教

育
課

題
に

つ
い

て
の

分
科

会
研

究
協

議
 

 
 

 
 

２
．

理
事

会
 

 
 

 
  

 
(1

) 
会

則
・

規
定

及
び

規
則

の
制

定
、

改
善

に
関

す
る

こ
と

。
 

(2
) 

 役
員

の
選

出
に

関
す

る
こ

と
。

 

(3
) 

 事
業

の
大

綱
・

計
画

な
ら

び
に

予
算

・
決

算
の

議
決

に
関

す
る

こ
と

。
 

(4
) 

 研
究

協
議

会
に

関
す

る
こ

と
。

 

(5
) 

 会
務

の
執

行
に

関
す

る
こ

と
。

 

(6
) 

 教
育

課
題

に
関

す
る

こ
と

。
 

(7
) 

 そ
の

他
本

会
の

運
営

に
必

要
な

こ
と

。
 

（
専

門
委

員
会

）
 

第
1
0
条

 
 

本
会

に
専

門
委

員
会

を
お

く
こ

と
が

で
き

る
。

専
門

委
員

会
の

構
成

等
は

別
に

定
め

る
。

 

（
経

費
及

び
会

計
年

度
）

 

第
1
1
条

 
 

本
会

の
会

計
は

次
に

よ
る

。
 

１
．

本
会

の
経

費
は

会
費

・
補

助
金

及
び

そ
の

他
の

収
入

を
以

っ
て

こ
れ

に
充

て
る

。
 

２
．

本
会

の
会

計
年

度
は

、
4
月

1
日

に
始

ま
り

、
翌

年
3
月

3
1
日

に
終

わ
る

。
 

（
簿

 
 

 
冊

）
 

第
1
2
条

 
 

本
会

に
次

の
簿

冊
を

お
く

。
 

 
 

 
 

１
．

会
則

 
２

．
会

員
名

簿
 

３
．

役
員

名
簿

 
４

．
会

計
簿

 
５

．
会

議
録

 
６

．
文

書
綴

 

（
職

 
 

 
員

）
 

第
1
3
条

 
 

本
会

に
事

務
職

員
を

お
く

。
事

務
職

員
の

事
務

・
任

免
・

待
遇

は
別

に
こ

れ
を

定
め

る
。

 

（
細

 
 

 
則

）
 

第
1
4
条

 
 

本
会

の
運

営
に

関
す

る
細

則
は

別
に

こ
れ

を
定

め
る

。
 

  付
 

 
則

 

1
. 
 本

会
則

は
、

昭
和

3
0
年

4
月

1
日

よ
り

施
行

す
る

。
 

2
. 
 本

会
則

は
、

昭
和

3
0
年

6
月

1
7
日

決
定

す
る

。
 

3
. 
 本

会
則

は
、

昭
和

4
3
年

6
月

7
日

改
正

 

4
. 
 本

会
則

は
、

昭
和

4
8
年

3
月

6
日

改
正

 

5
. 
 本

会
則

は
、

昭
和

4
8
年

4
月

1
日

よ
り

施
行

す
る

。
 

6
. 
 本

会
則

は
、

昭
和

5
2
年

6
月

2
3
日

改
正

 

7
. 
 本

会
則

は
、

昭
和

5
4
年

7
月

  
4
日

改
正

し
、

昭
和

5
5
年

4
月

1
日

よ
り

施
行

す
る

。
 

8
. 
 本

会
則

は
、

昭
和

6
0
年

6
月

1
4
日

改
正

 

9
. 
 本

会
則

は
、

平
成

  
4
年

6
月

1
4
日

改
正

 

1
0
. 
 本

会
則

は
、

平
成

1
9
年

6
月

  
7
日

改
正

 

1
1
. 
 本

会
則

は
、

平
成

2
2
年

2
月

2
3
日

改
正

 

1
2
. 
 本

会
則

は
、

平
成

2
4
年

2
月

2
3
日

改
正

し
、

平
成

2
4
年

4
月

1
日

よ
り

施
行

す
る

。
 

1
3
. 
 本

会
則

は
、

平
成

2
8
年

2
月

2
5
日

改
正

し
、

平
成

2
8
年

4
月

1
日

よ
り

施
行

す
る

。
 

 

  

山
形

県
連

合
小

学
校

長
会

会
則

 
（

名
称

及
び

事
務

所
）

 

第
１

条
 

本
会

は
、

山
形

県
連

合
小

学
校

長
会

と
よ

び
、

事
務

所
を

山
形

県
教

育
会

館
に

お
く

。
 

（
構

 
 

 
成

）
 

第
２

条
 

 
本

会
は

、
山

形
県

各
地

区
小

学
校

長
会

を
以

っ
て

組
織

す
る

。
 

（
目

 
 

 
的

）
 

第
３

条
 

 
本

会
は

、
県

内
各

地
区

校
長

会
及

び
各

小
学

校
長

相
互

の
連

絡
提

携
を

密
に

し
、
教

育
の

振
興

を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

（
事

 
 

業
）

 

第
４

条
 

本
会

は
、

前
条

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
、

次
の

事
業

を
行

う
。

 

 
 

 
 

１
．

各
地

区
小

学
校

長
会

及
び

各
小

学
校

相
互

の
連

絡
提

携
に

関
す

る
こ

と
。

 

２
．

教
育

に
関

す
る

研
修

及
び

研
究

調
査

に
関

す
る

こ
と

。
 

３
．

教
育

行
政

に
関

す
る

こ
と

。
 

４
．

教
育

関
係

団
体

に
関

す
る

こ
と

。
 

５
．

そ
の

他
必

要
な

こ
と

。
 

（
役

員
及

び
任

期
）

 

第
５

条
 

 
本

会
に

は
次

の
役

員
を

お
き

、
任

期
は

１
か

年
と

す
る

。
た

だ
し

、
再

任
は

妨
げ

な
い

。
補

欠
と

し
て

就
任

し
た

場
合

は
、

前
任

者
の

在
任

期
間

と
す

る
。

 

 
１

．
会

 
長

 
 

１
 

名
 

２
．

副
会

長
 

 
５

 
名

 

３
．

監
 

事
 

 
３

 
名

 

４
．

理
 

事
 

 
若

干
名

 

５
．

幹
事

長
 

 
１

 
名

 

６
．

幹
 

事
 

 
若

干
名

 

（
役

員
の

選
任

）
 

第
６

条
  

本
会

の
役

員
の

選
任

は
次

に
よ

る
。

 

 
 

 
 

１
．

会
長

・
副

会
長

・
監

事
は

理
事

会
で

選
出

す
る

。
 

２
  

理
事

は
各

地
区

小
学

校
長

会
ご

と
に

、
１

名
を

選
任

す
る

。
 

３
．

幹
事

長
・

幹
事

は
会

長
が

委
嘱

す
る

。
 

（
役

員
の

任
務

）
 

第
７

条
 

 
本

会
の

役
員

の
任

務
は

次
に

よ
る

。
 

 
 

 
 

１
．

会
長

は
本

会
を

代
表

し
、

会
務

を
総

括
す

る
。

 

２
．

副
会

長
は

会
長

を
補

佐
し

、
会

長
事

故
あ

る
と

き
は

こ
れ

に
代

わ
る

。
 

３
．

監
事

は
会

計
監

査
に

あ
た

る
。

 

４
．

理
事

は
理

事
会

を
構

成
し

、
会

務
を

審
議

執
行

す
る

。
 

５
．

幹
事

長
は

事
務

局
を

総
括

す
る

。
幹

事
は

会
務

を
分

掌
し

、
企

画
、

立
案

に
あ

た
る

。
 

（
会

 
 

議
）

 

第
８

条
 

 
本

会
は

次
の

会
議

を
持

ち
、

会
長

が
こ

れ
を

招
集

す
る

。
 

 
 

 
 

１
．

研
究

協
議

会
 

 
 

 
 

 
 

年
１

回
開

催
す

る
。

 

２
．

理
事

会
 

 
 

本
会

の
決

議
機

関
と

す
る

。
 

毎
年

定
例

に
開

催
し

、
必

要
に

応
じ

て
臨

時
に

開
く

こ
と

が
で

き
る

。
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年
度

平
成
元
年

坪
沼

　
秀

雄
山

形
四

小
野

　
邦

雄
寒

河
江

奥
山

源
太

郎
楯

　
岡

佐
藤

　
　

格
長

　
井

中
西

　
達

雄
朝

暘
一

2
年

田
中

　
二

男
山

形
二

笹
村

　
昭

六
山

形
八

村
上

　
藤

男
新

　
庄

山
崎

信
次

郎
米

沢
西

部
梅

木
　

欽
一

琢
　

成
3
年

佐
藤

　
輝

夫
山

形
四

庄
司

正
治

郎
山

形
一

村
上

　
藤

男
新

　
庄

小
林

　
廸

郎
小

　
松

金
子

　
清

一
朝

暘
一

4
年

佐
藤

　
輝

夫
山

形
四

庄
司

正
治

郎
山

形
一

石
川

　
　

巌
新

　
庄

小
林

　
幸

雄
長

　
井

佐
藤

　
良

知
琢

　
成

5
年

松
田

　
晴

男
山

形
五

片
桐

　
繁

雄
山

形
二

武
田

　
育

男
天

童
中

部
石

川
　

　
巌

新
　

庄
小

林
　

幸
雄

長
　

井
後

藤
　

輝
夫

温
　

海
6
年

松
田

　
晴

男
山

形
五

海
老

名
六

郎
山

形
一

齋
藤

　
浩

一
山

　
辺

石
川

　
　

巌
新

　
庄

小
林

　
幸

雄
長

　
井

成
田

　
恒

夫
琢

　
成

7
年

村
上

　
恒

昭
山

形
四

海
老

名
六

郎
山

形
一

大
江

　
弘

良
寒

河
江

石
川

　
　

巌
新

　
庄

髙
橋

　
　

昭
興

　
譲

髙
橋

　
弘

光
朝

暘
三

8
年

村
上

　
恒

昭
山

形
四

小
林

　
　

彰
山

形
二

鈴
木

　
　

曉
上

　
山

小
山

　
義

雄
楯

　
岡

髙
橋

　
　

昭
興

　
譲

髙
橋

　
弘

光
朝

暘
三

9
年

堀
米

　
富

男
山

形
一

大
山

　
明

夫
山

形
五

鈴
木

　
孝

雄
天

童
北

部
榎

本
　

和
彦

楯
　

岡
菅

野
　

　
弘

沖
　

郷
髙

橋
　

弘
光

朝
暘

三
1
0
年

酒
井

　
順

一
山

形
四

大
澤

　
寛

治
山

形
二

鈴
木

　
孝

雄
天

童
北

部
榎

本
　

和
彦

楯
　

岡
目

黒
　

孝
雄

長
　

井
竹

内
　

善
彌

琢
　

成
1
1
年

酒
井

　
順

一
山

形
四

大
澤

　
寛

治
山

形
二

片
桐

　
　

勉
寒

河
江

榎
本

　
和

彦
楯

　
岡

目
黒

　
孝

雄
長

　
井

木
村

　
恒

子
朝

暘
三

1
2
年

沼
澤

　
政

辰
山

形
三

武
田

　
　

剛
山

形
四

片
桐

　
　

勉
寒

河
江

樋
口

　
勝

也
新

　
庄

髙
橋

　
英

機
興

　
譲

池
田

　
充

直
亀

　
城

1
3
年

沼
澤

　
政

辰
山

形
三

武
田

　
　

剛
山

形
四

板
垣

　
和

男
中

　
川

樋
口

　
勝

也
新

　
庄

髙
橋

　
英

機
興

　
譲

中
里

　
　

健
櫛

引
東

1
4
年

木
村

　
康

二
山

形
四

山
口

　
　

光
山

形
一

梅
本

　
英

夫
天

童
中

部
小

関
　

正
男

楯
　

岡
佐

藤
　

鎭
雄

高
　

畠
渡

部
　

靖
男

浜
　

田
1
5
年

木
村

　
康

二
山

形
四

山
口

　
　

光
山

形
一

太
田

富
久

雄
左

　
沢

西
塚

　
忠

雄
新

　
庄

佐
藤

　
鎭

雄
高

　
畠

加
藤

　
　

勇
朝

暘
四

1
6
年

木
村

　
康

二
山

形
四

田
口

由
美

子
山

形
六

太
田

富
久

雄
左

　
沢

土
谷

　
義

幸
楯

　
岡

竹
田

　
寛

治
長

　
井

大
川

　
　

擴
松

　
原

1
7
年

渋
谷

　
光

夫
山

形
四

鈴
木

　
幹

雄
山

形
一

荒
木

　
雄

之
上

　
山

山
村

　
明

徳
新

　
庄

江
川

　
栄

助
米

沢
東

部
池

田
　

定
志

朝
暘

三
1
8
年

渋
谷

　
光

夫
山

形
四

鈴
木

　
幹

雄
山

形
一

荒
木

　
利

見
寒

河
江

山
村

　
明

徳
新

　
庄

髙
井

　
雄

二
高

　
畠

三
浦

　
愼

士
朝

暘
三

1
9
年

渋
谷

　
光

夫
山

形
四

横
沢

　
正

巳
山

形
二

荒
木

　
利

見
寒

河
江

山
村

　
明

徳
新

　
庄

髙
井

　
雄

二
高

　
畠

三
浦

　
愼

士
朝

暘
三

2
0
年

千
葉

　
榮

一
山

形
一

後
藤

　
一

昭
山

形
五

熊
谷

　
宗

英
山

　
辺

森
　

洋
　

一
新

　
庄

東
海

林
和

夫
致

　
芳

那
須

　
榮

一
松

　
原

2
1
年

千
葉

　
榮

一
山

形
一

後
藤

　
一

昭
山

形
五

大
類

豊
太

郎
楯

　
岡

森
　

洋
　

一
新

　
庄

小
形

　
和

義
米

沢
東

部
難

波
　

信
昭

朝
暘

六
2
2
年

鈴
木

  
 弘

康
山

形
四

白
鳥

樹
一

郞
山

形
一

大
類

豊
太

郎
楯

　
岡

森
　

洋
　

一
新

　
庄

小
形

　
和

義
米

沢
東

部
浅

井
　

 良
琢

　
成

2
3
年

鈴
木

  
 弘

康
山

形
四

白
鳥

樹
一

郞
山

形
一

草
苅

　
和

男
寒

河
江

齊
籐

　
　

渉
日

　
新

丸
山

　
信

也
高

　
畠

本
間

 　
立

朝
暘

一
2
4
年

江
口

　
照

芳
山

形
一

山
口

　
吉

則
山

形
十

神
谷

　
恒

司
西

郷
二

中
嶋

　
晴

幸
新

　
庄

丸
山

　
信

也
高

　
畠

畠
中

　
善

之
松

　
陵

2
5
年

飯
野

　
恭

伸
山

形
四

荒
澤

　
賢

雄
山

形
一

塩
野

　
　

讓
天

童
北

部
沼

澤
　

　
稔

日
　

新
平

田
　

　
裕

長
　

井
矢

口
　

研
一

朝
暘

四
2
6
年

荒
澤

　
賢

雄
山

形
一

酒
井

　
智

子
山

形
三

佐
藤

　
淳

一
楯

　
岡

高
野

　
　

博
新

　
庄

平
田

　
　

裕
長

　
井

池
田

　
公

夫
浜

　
田

2
7
年

髙
木

　
祐

治
山

形
二

渋
間

　
淳

一
山

形
十

菊
地

　
宏

哉
寒

河
江

高
野

　
　

博
新

　
庄

辻
　

　
雅

人
米

沢
南

部
本

田
　

　
淳

朝
暘

一
2
8
年

田
中

　
利

幸
山

形
四

黒
木

　
佳

昭
山

形
八

菊
地

　
宏

哉
寒

河
江

高
野

　
　

博
新

　
庄

長
濱

　
洋

美
赤

　
湯

松
本

　
克

則
琢

　
成

2
9
年

田
中

　
利

幸
山

形
四

黒
木

　
佳

昭
山

形
八

山
田

　
健

二
寒

河
江

伊
東

　
　

守
日

　
新

長
濱

　
洋

美
赤

　
湯

五
十

嵐
良

克
押

　
切

歴
 代

 会
 長

山
形

県
連

合
小

学
校

長
会

　
歴

代
会

長
･
副

会
長

一
覧

  
  
（

平
成

元
年

度
よ

り
）

歴
　

　
　

代
　

　
　

副
　

　
　

会
　

　
　

長
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地区名

平成

10
年度

平成

21
年度

22 23 24 25 26 27 28 29
平成
３０
年度

２０年間
の

減少校数

1 山　形 37 38 38 38 37 37 37 37 37 37 37 0

2 上　山 10 9 9 8 8 6 6 5 5 5 5 -5

3 東村山 20 19 19 19 18 18 18 18 18 18 18 -2

4 西村山 39 29 29 29 24 22 22 22 22 22 22 -17

5 北村山 37 35 34 31 31 29 26 26 25 25 25 -12

6 最　上 48 40 39 35 32 26 25 23 23 23 22 -26

7 米　沢 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 0

8 東置賜 23 23 22 22 22 21 21 21 21 21 19 -4

9 西置賜 25 23 22 21 20 18 17 16 16 16 16 -9

10 田　川 51 48 48 48 48 48 45 43 38 37 34 -17

11 飽　海 38 35 35 35 35 33 31 31 31 27 27 -11

合　計 346 317 313 304 293 276 266 260 254 249 243 -103

県連小２０年間の学校数の推移
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山形県での取組
� 全連小人権委員会東北地区代表　山形市立出羽小学校　遠　藤　光　男
１　はじめに
　　東北の太平洋岸を津波が襲った東日本大震災では、山形県内でも震度５強を観測した地点があり、２名の死
者が出た。その後起こった東京電力福島第一原子力発電所の爆発による放射能の拡散は、多くの避難者を発生さ
せることとなった。その結果、山形県でも最大時で約1万3,800名、福島県や宮城県からの避難者を受け入れた。

　　学校現場では、大きな揺れが脳裏に焼き付き、いつまた大きな揺れが来るのかと不安に思う児童や津波など
の映像に敏感に反応してしまう児童、隣県での大きな災害で、親戚・知人が被災した児童など精神的に不安定
な児童が見られ、それらへの対応も必要だった。また、転入転出に係る事務手続きや保護者対応、子ども同士の
人間関係、就学支援など、様々な課題が発生した。

　　ここでは、被災地を支援する立場として、避難者受け入れの当時の様子や校長を中心として各学校がどのよ
うに対応してきたのかを、一部ではあるが事例を挙げながら紹介したい。

２　当時の混乱の様子
　　平成23年３月11日午後２時46分、山形県も大きな揺れに
襲われた。卒業式を間近に控え、その準備をしていた学校が
多かった。停電となり緊急放送もできず、教職員が手分けし
て避難を呼びかけた。外は寒く、防寒着を着ての避難は困
難を極めた。児童を順次帰宅させた後、管理職が午前１時過
ぎまで待機した地区もあった。翌日は土曜日であったが、
翌週の学校運営などのために出勤した管理職も多かった。

　　新年度を目前に控えた平成23年３月下旬、500名を越え
る避難児童生徒が小中学校への転入学を希望していた。前
例のない人数の事務手続きや受け入れ体制を整えるために、該当校の教職員は、連日の残業に加え休日返上で
対応した。しかし、一部の学校では転入の連絡があっても転入してこなかったり、転入してきても、たった１
日で転出してしまったりなどの混乱が生じた。

　　山形市も入学式を４月８日に控え、入学準備を進めていたが、他県から入学する児童の中には津波で家や家
財道具をすべて流された家庭の児童もいた。避難所になった山形市総合スポーツセンター近くの千歳小学校に
は、被災した児童が26名転入学してきた。うち７名が新入学児童であった。それらの児童のために、教育委員
会と保護者や地域の方々が協力してランドセル・学用品・運動着などの準備に手を尽くした。

　　また県内では、転入学児童生徒の急激な増加により３月31日に急遽学級数が増える学校も多く見られ、学級
編制作業もぎりぎりまで行われた。

３　避難児童・保護者を支えるための取組
　　県内には、山形市総合スポーツセンターや米沢市営体育
館、山形県飯豊少年自然の家など多くの避難所が設営され
た。その後、市や県の援助もあり雇用促進住宅や賃貸住宅
を借り上げることにより、避難所から民間のアパートや借
家へ転居できるようになった。しかし、急激な環境の変化
によって、避難してきた児童と保護者の中には精神的疲労
のたまる方々もいた。

　　それらをサポートするために、福島県からの派遣教員と
山形県による講師・緊急学校支援員が配置された。

　 小学校 中学校 計（人）
Ｈ23 402 133 535
Ｈ24 944 212 1156
Ｈ25 777 208 985
Ｈ26 660 217 877
Ｈ27 591 236 827
Ｈ28 520 225 745

山形県へ避難した小中学生の
在籍数の推移（国公立）　　

　 福島県から 山形県 計（人）
Ｈ23 　 51 51
Ｈ24 4 52 56
Ｈ25 4 75 79
Ｈ26 4 67 71
Ｈ27 4 12 16
Ｈ28 4 12 16

派遣教員・緊急学校支援員の推移

4　全連小報告『復興の担い手を育む教育活動から』
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　⑴　福島県からの派遣教員

　　　福島県からの派遣教員は、福島県内で被災した児童（震災当時は未就学児を含む）の学習面・精神面をサ
ポートするために派遣された。在籍は福島県であるが、職務についての命令権は、すべて派遣先の教育委員
会に任せられている。

　　　避難児童が山形市で最も多かった桜田小学校にも、福島県より派遣教員１名が出向してきた。派遣教員は
授業を行いながら、児童の様子の観察や児童への声かけ、必要に応じたカウンセリングの役割を担ってい
た。また、派遣教員がコーディネーターとなって定期的な父母の会を開催した。

　　　父母の会は保護者の抱えている悩みを語る場となり、交流サロンと呼ばれるようになった。参加者は当初
少人数だったが、回数を重ねるごとに増えていった。このような交流サロンは、福島県からの派遣教員がい
ない学校でも校長の働きかけで開催された。

　⑵　山形県による講師・緊急学校支援員の配置
　　　山形県では国の事業を活用し、市町村の受け入れ人数に応じ、講師や緊急学校支援員の配置を行った。
　　　避難児童の学習面や精神的な支えばかりでなく、山形県の児童の中にも、親族や知人が家屋倒壊などの被

害に遭ったり津波で亡くなったりしている方もおり、心理的に不安定になる児童がいた。そのような心理的
に不安定になった児童についても避難児童と同様の対応を行った。

　⑶　各種団体による被災県への支援活動
　　　山形県連合小学校長会では、４期に渡り募金活動を行い、計390万円を被災県の校長会に送金した。全国

連合小学校長会研究協議会山形大会のために県内の校長から集められた積立金の一部も充てられた。
　　　各学校へは、県と市のＰＴＡ連合会長からの依頼で被災した子どもたちへの学用品の提供が呼びかけられ

た。多くの保護者や子どもたちが協力した。学用品は ” 新しいもの・清潔なもの ” という条件があり、中に
はわざわざ購入して学用品を提供する方もおられた。

　　　山形市立南山形小学校では、児童会が中心となり募金活動と寄せ書きを被災地に贈る活動を行った。寄せ
書きでは「がんばってください」という言葉を使わないようにするなどの配慮がなされた。募金と寄せ書き
は日本赤十字社山形県支部を通して被災地に届けられた。

４　実際の指導での問題点と対応
　⑴　放射線や津波の映像に対する配慮
　　　山形市は、全ての小中学校に放射線測定器を配付した。また小中学校に対して空中放射線量の測定結果を

教育委員会に報告するよう指示を出した。空中放射線量は、測定を始めた平成23年からすべて安全基準内で
あった。防災にかかる授業では、一般的な指導はするものの、放射能という言葉に配慮したり津波の写真や
映像を自粛したりなどの配慮を要した。

　　　また、給食の放射線量の測定も行われた。測定値はすべて安全基準を満たしているが、乳牛が放射能を含
んだえさを食べているのではないかという不安を持ち、牛乳を飲まない避難児童もいた。学校では保護者と
子どもの意思を尊重し、判断を保護者や児童本人に委ねた。 

　⑵　生徒指導対応
　　　急激に変わった環境に馴染めない児童と、避難生活に関する理解不足の児童との軋轢が生じ、様々な場面

でいざこざが起こった。それらが昂じたところでは、いじめ問題へ発展してしまった事案も見られた。いじ
めた子・いじめられた子・いじめた子の保護者・いじめられた子の保護者それぞれに対応職員を配置し、丁
寧に事情を聞いたり説明したりすることを繰り返し、解決を図っていった。

　　　それらの予防と解決には、マンパワーが必要である。緊急支援員や派遣教員の果たした役割は大きい。
　⑶　発達障がいのある児童への対応
　　　避難児童の受け入れ校では、発達障がいのある児童の情報が転出校より届かず、対応の遅れが見られた事

案があった。また保護者は、避難前に受診していた医療機関と同等の機関を山形で探そうとしても情報が少
なく、受診や薬のことについて誰に聞いたらよいかも分からないという事例もあった。学校では、保護者と
情報を共有しながら特別支援教育コーディネーターを中心に、個別の支援計画や指導計画を作成し支援を
行った。
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５　地域との連携
　　学校側としても、このような急激な環境の変化は今までに経験したことがなく、学校職員のみで対応できる
ものではなかった。そこで、地域の方々の協力を得ることがとても重要になった。

　　山形市立桜田小学校は、周囲にマンションやアパートが多い。震災直後は地域の住民が避難してくることが
多かった。しかし、時が経つにつれ福島県からの避難者が多くなってきた。ここで力を発揮したのが自治会の
会員で組織した「人力会」である。「人力会」は、新潟地震のときに組織された会で、折に触れ避難訓練や防
災訓練を行ってきた。校長からの要望をくみ取っていただきながら、避難者と地元民との交流に中心となって
動いていただいた。そのことが児童の心の安定にも繋がっていった。

６　校長会の取組
　　県の連合小学校長会研究協議会では、東日本大震災に学び、安全意識を高めるための分科会を実施し、共通
理解を図った。校長のかかわり方を話し合い、地震直後の各学校の対応を振り返り、判断や指示について特に
次のことに関する検証を行った。

　　・教育委員会との連携や校長会での確認事項について
　　・危機管理の見直しによるその後の対応
　　具体的な対応の内容は以下の３点である。
　　・様々な場面を想定した避難訓練や研修による児童・教職員の意識の維持向上
　　・実践的な危機管理マニュアルの作成と評価・改善
　　・地域住民との日常的な連携
　　また、各市町村の校長会では、情報交換を密に行い、有効な対応は積極的に取り入れるとともに、各学校に
おいて必要な対策をそれぞれの防災マニュアルに取り入れるようにした。

７　現在の状況
　　進学や家族の状況の変化などで被災地に戻る児童が増えてきた。そのため、各学校に通う避難児童は年々減
少している。被災地に戻らず、山形県で仕事を得て定住する人もいる。避難児童たちはどの学校でも学校生活
に馴染んでおり、周囲の子どもたちとなんら変わりはない。名簿で確認しなければ避難児童であるということ
も分からないほどである。

　　交流サロンに参加する保護者は、帰還者の増加や地元に溶け込んだなどの理由から数は減少してきており、
５年を過ぎた現在、その役目を果たし終えた感もある。

　　しかし、被災地と山形の二重生活に苦しんでいる、山形に避難してきたことで後ろめたさを感じている、被
害者なのに責められるという理不尽に悩んでいるなど、未だに悩みや苦しみを抱えている保護者も多い。被災
地での人間関係から避難場所や学校を知られたくないという保護者への配慮も必要である。国や県による賃貸
住宅の家賃補助打ち切りが話題となる中、資金的に困難さを抱える家庭も増えている。

　　児童の中には、表面的には平穏を装っているものの、未だに震災当時のことが心の大きな傷となっている児
童もおり、学校生活で配慮しなければならない状態が続いている。

８　おわりに
　　震災から５年が経ち、ある程度区切りの付いたことが見られる一方、まだまだ支援が必要な事案も多い。そ
のような意味で東日本大震災からの復興は、道半ばである。

　　東日本大震災からの復興は現在進行形だが、これから予想される災害への対策の必要性も高まってきてい
る。山形県には３つの活断層が確認されており、大きな地震が30年以内に起こる確率が高いグループに入って
いる。蔵王山や吾妻山では火山活動が活発化している。さらに、近年の地球温暖化による降雨量の増加など異
常気象による災害も増加している。これらの状況からいつ不測の事態が発生するか分からない。万が一、災害
が起こった場合には、被害を最小限に抑えられるように東日本大震災の教訓を生かさなければならない。

　　そのためには、今後も教職員の防災意識の維持向上を図ること、生命・安全の大切さを実感できる教育を実
施していくことが校長の重要な役割である。

　（80）
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後書きにかえて

後　藤　一　昭県連小事務局長

「おい、ゴトウ！　田口先生のあとを引き継いでくれないか？」

　千葉榮一会長から突然の話を伺ったのは、退職を間近に控えた頃でした。

「そして、２年後の全国大会では、弘康先生をバックアップしてくれ！」

　高校時代の同級生からの頼みを断り切れず、それから８年間、県連小事務局にお世話にな

る事となりました。

　その間、５０年に一度の全国大会、そして、6年に一度の東北大会の運営等にあたり、微力

ながら現職の先生方をバックアップさせて頂きました。

　現職時代の２年間、県連小副会長職を拝命したので、合計１０年という長きに亘り、県連小

事務局にお世話になりました。

　山形県及び山形市の校長先生方と一緒に取り組むことができた、１０年間は私にとって生涯

忘れられない時間です。得難い経験をさせていただきました。感謝の言葉しか浮かんできま

せん。本当にありがとうございました。

　そして、この１０年間には、７名の県連小会長さんの元で、事務局の仕事をさせて頂きまし

た。理事会を中心に、専門委員会や県中との対策委員会等々、たくさんの会議をお手伝いし、

又、県連小会報や毎年発行される記録等々から様々なことが分かり、心に残ったことや先輩

の先生方の素晴らしい実績等を、事務局長という立場から、少しまとめてみました。

　⑴　児童数の大幅な減少

　⑵　学校数の減少にともない、県連小会員数の減少

　⑶　理事会・専門委員会等、様々な会議の在り方の検討

　⑷　電話・ＦＡＸ・メール・ＨＰ等の積極的な活用で経費削減

　⑸　東北・全国大会準備のための大会基金等の設立等々

　２２年の間には、学校数１０１校 及び 児童数３４，１５３名 の減。本当に恐ろしいほどのスピード

で減少しております。平成３０年度は6校減の「２４３校」の予定です。また、退職者については、

Ｈ９－８０名、�Ｈ１１－４９名、Ｈ１９－４８名、等々、非常に多くの校長先生方が、ご退職されてお
ります。

平成７年 平成１０年 平成１５年 平成２０年 平成２５年 平成２９年
学校数（校） ３５０ ３４６ ３３９ ３２２ ２７６ ２４９
児童数（人） ８８，４４５ ８１，２３０ ７２，０２８ ６５，４３５ ５９，５９３ ５４，２９２
退 職 者 数 Ｈ９－８０人 ３４ ２９ ４１ ２９ ５１
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　そのような時代の流れの中で、先輩方が行ってくれた多くの改革等が、現在の若い校長先
生方に、どれほど大きな実績と功績を残してくれたのか、感謝の念で一杯であります。
　また、県連小会員が減少すれば、当然集金させて頂く会費が減ります。
　しかし、先輩方は、平成９年以来今日までの２１年間、一度も会費を値上げしないで、県連
小の運営にあたってくれました。
　その経緯は以下にあります。
　①　Ｈ２１：日本教育会退会　　　　　３，１００円の軽減。
　②　Ｈ２２：退職者処遇費廃止　　　　５，０００円の軽減。
　③　Ｈ２３：対策活動費の減額　　　　　３００円の軽減。
　④　Ｈ２４：県連小会費の減額　　　　１，０００円の軽減。
　⑤　Ｈ２７：退職校長会賛助費廃止　　　３００円の軽減。……等々。
　世の中は、バブル経済の破綻や消費税導入など、値上げ・値上げの大合唱の中でさえも、
緻密な計算のもと、できるだけ会員の校長先生方に負担をかけない方策を考えて下さいまし
た。本当にありがたいことです。� （別表「年度毎県連小会費等の推移」７８Ｐ参照）

　私は、昭和４８年春、白鷹町立白鷹東中学校の卓球部顧問……いや、英語教師として、体育
館もグランドもなく、入学式は中庭で行う等、統合なったばかりの新しい学校に赴任しまし
た。「中学校の教員は、受験と部活に頑張ればよい！」当時の先輩方のアドバイスでした。
　学級担任時代は「ガリ版刷りの学級通信」を発行し、年度末には製本をして生徒達にプレ
ゼントしました。学年主任では「学年便り」、校長の時は「校長室便り」等々、平成２１年度
の退職まで、ずっと続けてきました。
　いわば、記録は私の趣味みたいなものです。若い先生方には、「記憶に残る人より、記録
を残せる先生になりなさい。」と激励もしてきました。
　山形県連合小学校長会には、平成１３～２１年の９年間会員となり、退職後は、事務局長とし
て８年間勤務させていただきました。合計１７年という長い間お世話になった「県連小」に対
して何の恩返しもできませんが、田中利幸会長に無理なお願いをして『県連小１０年の歩み』
を編集させていただきました。
　本当にありがとうございました。
　現在の県連小の歩みについては、事務局長をバトンタッチしました、大沼篤先生を中心に、
『山形県連合小学校長会ホームページ』にアップしていただいておりますので、是非、一度
アクセスしてみて下さい。
（○ http://www.�kenrensyo.�info　　○ Email�:�y-kren@atlas.�plala.�or.�jp）

　「１０年の歩み」発行にあたり、ご指導ご支援いただきました中央印刷株式会社　武田郁雄
様に心より感謝申し上げます。
　最後になりましたが、山形県連合小学校長会の、今後益々のご発展をお祈りしながら、後
書きとさせていただきます。本当にありがとうございました。

� 平成３０年３月３１日　
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